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は　じ　め　に
〜くらべる〜

静岡県ＮＩＥ推進協議会
会長　安倍　徹

　2024 年度の出来事やＮＩＥの活動を私なりに振り返るとき、「くらべる」という言葉
が三つの視点を携えて浮かんできます。
　一つ目は、同じ話題を新聞各紙がどのように扱っているかを「くらべる」という視
点で、このことは多くのＮＩＥ活動で実践されています。
　25 年の１月 21 日の朝刊各紙はトランプ大統領の就任を報じています。「パリ協定離
脱」「ＷＨО脱退」については、その重大性がどの新聞の見出しの大きさからも共通
して伝わってきました。一方で、「政治私物化」「トランプ王朝」という見出しで解説
を一面で掲載している新聞からは、その新聞社の独自の主張が伝わってきました。
　また、「お茶」という共通のテーマでも県によって捉え方が異なっていることを、
24 年度の静岡サレジオ小学校・中学校での実践発表会では、静岡県と鹿児島県の地元
紙を使って学習していました。
　二つ目は、それぞれの地域での話題をどのように扱っているかということから、他
の地域を知り自分の地域を見つめ直すという視点での「くらべる」ということです。
　25 年１月発行のＮＩＥだよりでも御紹介しましたが、既にほかの地域では扱われな
くなってしまったり、扱いが小さくなってしまったりした能登半島での地震や豪雨の
被害状況を、地元紙はリアルタイムで伝え続けています。特産品ともいえる全国紙の
地方版も含め地方の新聞を読むことの意義がここにあるように思います。
　日本新聞協会のホームーページにアクセスすると、新聞社が作成しているワーク
シートを見ることができます。そこでは、地方特有の文化や風土等を扱った記事に出
合うことができます。
　三つ目は、ある話題がこれまでどのように扱われてきたかということから、過去と
現在を、ひいては未来も含めて「くらべる」ということです。
　「終末時計」の残り時間が過去最短の８９秒になったことが、最近新聞報道されて
いました。「終末時計」の考え方は１９４７年に残り時間７分から始まったようです。
冷戦の終結と核軍縮を受けた１９９１年には１７分まで延びましたが、現在は２分足
らずとなってしまいました。これまでの７０年余りの歴史を振り返り、どのような出
来事が残り時間に反映しているのかを、新聞記事で遡（さかのぼ）って調べてみるのも
興味深いことではないでしょうか。
　以上、三つの「くらべる」について述べましたが、本報告書には、このような視点
も含め、教育活動を展開していく上での様々なヒントが散りばめられており、各学校
の実情に合わせて活用していただければ幸いです。
　むすびに、本報告書の作成に当たり、御理解・御協力いただきました関係者の皆様
に感謝申し上げます。ありがとうございました。
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１．はじめに

　本校は、熱海市の北側に位置し、神奈川県境に
近い全校児童生徒数 44 人の小規模小中併設校で
ある。
　学校行事や縦割り活動を小中合同で行ってお
り、交流が盛んである。中学生が小学生にやさし
く声をかける場面も見られ、落ち着いた雰囲気で
学校生活を送っている。
　しかし、「多様な考えが出にくい」「人間関係が
固定化される」という実態が挙げられ、自信や向
上心が高まらず、主体性が低いという課題があ
る。また、学習面では、思考力、表現力が弱いこ
とも見えてきた。
　ＮＩＥ教育実践にあたり、教職員へ①どのよう
な力をつけたいか、②新聞を使ってどんなことが
できそうかの２点についてアンケートを実施し
た。その結果、①に共通するキーワードとして、
表現、想像、自分なり、読む力、社会への関心が
挙げられ、②では、ワークシートの活用、興味をもっ
た記事の紹介、写真を見てイメージを膨らめる、
学習のまとめの新聞づくり、記事に対する意見文
の作成、新聞の日を設定するといった意見が出た。
　そこで、研究テーマを「新聞を活用して、社会
への関心を高め、自分なりの考えをもち、表現す
る子」として実践することとした。

２．家庭・児童の実態

　活動に取り組むにあたり、令和５年８月にアンケート
調査を保護者に実施した（小１～小６　２８人）。

 Q １：ご家庭で新聞をとっていますか。

　新聞をとっていない家庭は半数以上という状況
で、新聞への関心が高くはないことがうかがえた。

 Q ２：日常の情報をどのように得ていますか。 

　テレビやインターネットで情報を得る家庭が多
く、デジタル機器の活用がほとんどであった。そ
の中で、新聞を読んでいる家庭は１割程度であ
り、新聞をとっている家庭 10 件中でも６件とい
う実態であった。

 Q ３：ニュースなどの情報をお子さんと話題にするこ
とはありますか。

　　「ある」と答えた家庭が多く、社会で起きて
いる出来事に関心が高いことが分かった。どのよ
うな話題が多いのかについて尋ねると、一番多
かったのはスポーツ、次いで子ども関連の事故、
天気や災害といったリアルタイムの情報について
の話題が多かった。　
　しかし、「暗い、怖いといったマイナスのニュー
スが多いのでほとんどニュースを見ない」という
家庭があったり、天気やテーマパークの話はして
もニュースは話題にしない、低学年なのでニュー

社会への関心を高め、自分なりの考えをもち、
　　　　　　表現する子を育てる新聞の活用

熱海市立泉小学校　　岡部　靖子
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スを見ても反応がないといった回答があったりし
た。保護者も新聞を読むことへの関心が高くない
のではないかと思われる結果だった。
　同様に児童28人にもアンケート調査を行った。

　新聞を読んだことがあると答えた児童は 11
人、新聞を読んでおもしろいと思ったことがある
と答えた児童は５人で、おもしろいと思った内容
は、ポケモンのことわざ、折り紙作品の記事、テ
レビ番組、写真やクイズで、社会で起きているこ
とには興味や関心が低く、生活に溶け込んでいな
い現状が浮き彫りとなった。また、「新聞を読ん
で役に立ったことがある」と答えた児童は７人
で、天気が分かった、テレビ番組の時間帯が分かっ
た、イベントの情報が分かったという身近な話題
が多かったが、中にはテレビのニュースより詳し
く分かったという児童がいた。
　新聞を使ってどんなことをしてみたいかについ
ては、日本で起こっていることを知る、資料とし
て使う、今起きていることを集める、スクラップ
する、国語で使ってみたい、発表するときに参考
にしたい、工作で使いたいと、学年の発達段階に
よって、様々な考えが出され、教職員へのアン
ケート結果と重ねて活用方法を考えていくことと
した。

３．実践内容

（１）授業での取り組み
　アンケート結果を共有し、それをもとに、教職
員それぞれが担当している学年や教科で実践する
ことで、学年に偏りがなく、内容の幅も広がると
考え、小中全員で授業実践をした。

　①２年生　学級活動「ことばタイムに向けて」

　②３年生　国語「写真を比べてみると」
ねらい：同じ出来事に関する記事の複数の写真
を比べることで、考えを広げたり深めたりする。
活動の内容と児童の様子：
ハワイの山火事を伝える記事の３枚の写真を見
て、違いを出し合い、それぞれの写真から分かる
ことや想像した気持ちについて、ワークシートに
まとめ話し合う。
火が写っている写真は、怖さを感じ、恐ろしさを
伝えようとしていると感じ取っていた。また、火
事によって燃え尽くされた街の様子の写真は、恐
ろしさを伝えることに加え、呆然と眺めている人
の気持ちを想像していた。

成果と課題：
○写真のみを使用したことで、記事の難しさに
とらわれずに取り組むことができた。写真が変
わると、読み手が受ける印象や想像する気持ち
も変化するという、写真の効果に気づくことが
できた。
▲授業後、進んで新聞に触れる姿は見られな
かった。

ねらい：気になる記事を探して、友人に伝える活
動を通して、コミュニケーションの力を育てると
ともに、新聞に対する興味関心を高める。
活動の内容と児童の様子：
ことばタイムは、全学年が少人数のグループに分
かれ、他学年と交流しながらテーマに沿った話を
する活動で、年間 8 回実施している。他者に伝え
るので、自分の興味や関心のあるものを選ぶ活動
につながっていた。紙面を
何度も読み返しながら、分
からない言葉や言い回しな
どについて、質問したり相
談したりしながら進めてい
た。
成果と課題：
○新聞に親しむよい機会となった。記事は文字だ
けでなく、写真やイラストなどの表現を使って構
成されていることに気づいた。
▲理解できる言葉が少なく、地域や背景がよく分
からないので、難しいと感じる児童がいた。
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　③４年生　図画工作「つなぐんぐん」

　④４年生　理科「月の形」

　⑤５年生　国語「新聞記事 NO. １」

　⑥６年生　総合的な学習「熱海の現状を知る」

ねらい：月の形は毎日変化することを、インター
ネットや図鑑以外に新聞に載っている暦を使って
調べる。
活動の内容と児童の様子：
月の形が変化しているかをどうやって調べるか
を考え、身近にある新聞に載っていないか調べ
てみた。暦が掲載されていない新聞社が多かっ
たが、静岡新聞に掲載されていたので、２週間
分の月の変化をワークシートに書き込んでいっ
た。

成果と課題：
○身近な新聞に、欲しい情報が載っていること
に気が付き、他の記事にも目がいくようになっ
た。他の資料と比べることができ、確かな情報
として使えるようになった。

ねらい：棒状にした新聞紙をどんどんつないで、
つなぎ方や組み合わせ方を工夫して活動する。
活動の内容と児童の様子：
新聞紙から棒を作り、その棒をつなげて作った
形の感じを基に、イメージを持ちながら、作っ
たものを鑑賞する活動を通して、造形的な良さ
や面白さなどを感じ取ったり、考えたりし、見
方や感じ方を広げる。

成果と課題：
○安価で入手できる大きな紙は新聞紙が最良で
あり、カラー化された紙面も多く、棒状にした
時の色や模様に注目する気付きが見られ、楽し
く活動することができた。
▲新聞を購読している家庭が少なく、教師側が
用意しなければならない状況だったため、新聞
紙が身近な材料とは言い難かった。

ねらい：記事と写真、図表を結び付けて新聞記事
を読み、書き手の意図をとらえる。新聞の特徴を
つかみ、自分の好きな記事を選ぶ。
活動の内容と児童の様子：
①新聞記事の構成を捉える。
②２つの記事を比べる。
③新聞の情報と自分の考えを結びつけながら考
える。
④１つの新聞記事を読んで、自分の考えをまと
める。
※スクラップではなく、ロイロノートを使って
写真をとり、ワークシートにまとめた。

成果と課題：
○単元として設定することで、どの子も新聞に
触れることができた。国語の単元として、新聞
の特徴を捉える中で、新聞記事の工夫に目を向
けることができた。
▲単元後に継続して新聞に触れる姿は見られな
かった。

ねらい：熱海の現状を知り、今後どのような街に
していきたいかを考え提案する。
活動の内容と児童の様子：
熱海市や泉地区の現状（少子高齢化、観光業、
害獣被害等）を知るために、身近な新聞記事か
ら街の活性化を図るためにどういった取り組み
がされているか知り、自分にできることを考え
る。集めた新聞記事を観光、地域の課題に分類
して、それを基に、熱海や泉地区を今後どのよ
うな街にしていきたいか考え、提案した。

成果と課題：
○地域の記事が載っている新聞を資料としたこ
とで、熱海や泉地区で課題となっていること
や、改善するために取り組んでいる活動を知る
ことができた。また、街の活性化のために自分
たちにできることを具体的に考えることができた。
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※中学校での実践例
　⑦中学３年生　国語「和歌の世界」等

（２）特別活動等での取り組み
　①小学生全員　ことばタイム（朝の活動）
　　「気になる新聞記事を紹介するよ」

　②小学生全員　ごちそうさまスピーチ
　　「新聞記事の紹介」

　③小学生全員　親子新聞デー

ねらい：実用的な文章に書かれている情報を読
み取る力を付ける。文章の内容について自分の
考えを持ち、文章で表現する力を付ける。
活動の内容と児童の様子：
定期テストで、漢字や文法事項などを確かめる問
題や内容の読み取り、読み取ったことに対する自分
の意見を書く問題を新聞記事から引用し、出題した。
「和歌の世界」の単元で新聞社から出ているワー
クシートの関連記事を活用した。普段なじみのな
い古典の和歌が、実際の社会で活用されている場
面に触れることができた。
成果と課題：
○新聞記事を取り掛かりとすることで、自分の
考えを持ちやすく、文章で表現しやすかった。
▲教師側から示された記事だけでなく、自分か
ら新聞を読む習慣を身に付けさせたい。

ねらい：気になる新聞記事をお互いに紹介し、
異学年と交流したり、気付かなかった出来事を
知ったりする。
活動の内容と児童の様子：
年間に８回設定されていることばタイムでは、
縦割りの小グループになり、他学年と交流しな
がらテーマに沿った話をしたり聞いたりする活
動を行っている。
その中で、気になる新聞記事を切り抜き、内容
の紹介や感想を伝え合う時間を設定し、活動後
には、広報委員会の提案で、全員の記事紹介を
掲示することにした。

成果と課題：
○学年によって選ぶ記事が異なるため、知らな
い出来事に触れることができ、新鮮だった。自
分で記事を選ぶので、複数の新聞に目を通し、
様々なジャンルの記事の中から選択する楽しさ
を味わうことができた。
▲ワークシートに書いたので、話すというよ
り、発表する形になってしまった。この反省を
生かし、令和６年度の活動では新聞だけを持ち
寄って話すように改善した。

ねらい：テーマに沿ってスピーチの内容を考え、
大勢の前で堂々とスピーチする。
活動の内容と児童の様子：
小学生全児童がランチルームで給食を食べるとい
う環境を生かし、「ごちそうさま」のあいさつの前
に、学年で決めたテーマについて考えた内容を全
校の前でスピーチしている。２学期には、ことば
タイムとは異なる「気になる新聞記事」をテーマ
にして、全校で取り組んだ。令和６年度は、教職
員も気になる記事を紹介した。事後には掲示して
もう一度その記事に触れられるようにした。

成果と課題：
○人の前で話をすることに慣れ、どんな記事な
のか興味をもって聴く姿が見られた。

ねらい：月に一度新聞を持ち帰り、親子で一緒
に新聞を読み、社会で起きている出来事につい
て話し合う。
活動の内容と児童の様子：
毎月第一金曜日に新聞を持ち帰り、親子で一緒に
新聞を読む。気になった記事について親子で話し
合う。

成果と課題：
○低学年も新聞を持ち帰ることで、記事に関心
を持つようになった。高学年には始めと比べ、
選ぶ記事の内容が時事問題等へと広がりを見せ
た。親子で取り組んだことで、保護者も新聞を
読む良さに気付くようになった。
▲「親子新聞デー」以外は、進んで新聞を持ち
帰る姿は見られなかった。
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　④広報委員会の活動　「学年新聞を作ろう」

４. 成果と課題

　① 　児童の変化
　令和６年 11 月に全児童にアンケートを行っ
た。その結果、新聞に触れるようになり、これま
でとどのように変わったかという質問に対して、
「世界中の出来事が分かるようになった」「新聞
からしか得られない情報を得ることができた」「興
味ある記事を見つけたら、すぐに読むようになっ
た」（６年生）、「世の中のことが分かり、気をつ
けることややりたいことが増えた」「科学の進歩
が詳しく分かった」（５年生）、「ニュースでは詳
しく分からないことが新聞を読んで分かった。耳
だけでなく、目で見て読むことも大事だと思っ
た」「ニュース以外のことも知ることができた」
（４年生）、「漢字が読めるようになってきた」「世

界ではいろいろな出来事があることが分かった」
（３年生）、「新聞を読んで、言葉をたくさん知っ
た」「文章を書く時に新聞のように詳しく書こう
と思った」「自分の書いた文章をしっかり見直す
ようになった」（２年生）との回答があり、子ど
も自身も新聞に触れたことで、自分の変化を感じ
ていることが分かる。

　②　子どもたちに付いた力
　教職員に取った、子どもたちにどのような力が
付いたと思うかのアンケートでは、「海外のニュー
スにも目を向けるようになり、総合と関連して学
習できた」「何をどのようにまとめるか、伝えた
いことを分かりやすくするなど、表現を工夫する
ようになった」「新聞社のワークシートに宿題と
して取り組み、文章を読むことに抵抗がなくなっ
た」「情報の収集や発信に新聞という方法がある
ことを知ることができた」と、子どもたちの資質・
能力の高まりを感じていた。

　③　家庭での変化
　令和６年 11 月のアンケートでは、「新聞や
ニュースに興味を持ち、親子で話したり質問した
りするようになった」「テレビと違って何回も読
み返せるからいいと言っていた」「興味のある記
事を自分で見つける習慣がついた」「親子で記事
について話すことで、共有でき楽しい」「新聞そ
のものの特性を知ることができた」「テレビから
流れるニュースに対しても感想を言うようになっ
た」など、子どもが新聞を読むようになったこと
で、新聞の特徴が分かったり、世の中の出来事に
関心を持って反応したりする姿を好意的に捉え、
子どもだけでなく保護者も新聞の見方が変化して
いることが分かった。

　④　課題
　２年間の実践で、全教職員と全児童で取り組ん
だことは大きな成果だったが、こちらの投げかけ
や、授業内での活動が多く、子どもが自主的に新
聞を読んだり取り入れたりするという姿が見られ
なかったことが課題として残った。今後も、新聞
に触れることができる環境や場面づくりを継続
し、子どもたちが新聞に目を向けられるように支
援していきたい。また、文章を読み取る力を伸ば
すため家庭学習に新聞記事を読むワークシートを
使ってきたので、テストの点数での伸びに表れて
いるのかを検証し、有効性を探っていきたい。

ねらい：各学級の紹介を新聞で作り、新聞を書
く楽しさや他学年の新聞記事を読む楽しさを味
わう。
活動の内容と児童の様子：
委員会活動の一環で年度末に各学級の紹介新聞を
作りたいという提案が児童から挙がったため、全
学級で学年紹介新聞を作る活動を行った。

成果と課題：
低学年は教師と一緒に書くことが中心となった
が、高学年は記事の分担をして全員で書く経験
ができた。この経験が、学習や行事のまとめと
して作る新聞に活かせるようになった。また、
学級通信を新聞形式にした学級もあった。
※学習や行事のまとめ新聞

▲６年生：修学旅行

▲４年生：社会科新聞

▲５年生：
　社会科見学新聞
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１．はじめに
　本校の児童の実態として「素直であり、課題に
誠実に向かう」良さがある一方、「自発的・主体
的に行動する力」「表現する力」に課題があるこ
とが挙げられている。ＮＩＥの実践を通して、児
童の「表現力」を高めるために様々な活動を行っ
た。

２．実践１年目の取り組み
（１）　夏季研修の実施
　まず、教員にＮＩＥについて知りたいことを質
問したアンケート調査を行った。その結果を参考
にして夏季研修でＮＩＥコーディネーターに、新
聞の読み方や授業の中での具体的な実践の工夫に
ついて講義をしていただいた。そこで、基本的な
知識の習得や今後の実践の見通しを共有した。

（２）　新聞コーナーの設置
　図書室と職員室の前に「新聞コーナー」を設置
し、新聞の交換を委員会の常時活動にすること
で、児童がいつでも最新の新聞を手に取れる環境
を作った。

（３）　委員会での盛り上げと定着
　夏休み明けの児童集会で、新聞コーナーを新
設したことを劇で伝え、全校に周知した。また、
放送委員が昼の放送で、その日の新聞を読む活
動を続けることで、新聞がいつも近くにあるこ
とを意識づけた。
　

（４）　司書教諭との連携
　図書室の掲示板に、司書教諭のおすすめ記事
を載せたり、朝刊を壁一面に広げて掲示してみ
たりして、児童が興味をもつ工夫をした。

（５）　「NIE TIME」の設定
　無理なく、楽しく継続的な活動を行うために、
金曜日の朝の時間を「NIE TIME」とし、新聞を
活用した学習活動を行うよう計画した。どの学
年も月に２回設定した。

新聞に親しみ表現力を高めるＮＩＥ
静岡市立由比小学校　　遠藤　直人

＜司書教諭おすすめ記事＞

＜朝刊１日分を壁に広げてみる＞

＜図書室＞

＜職員室前＞
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３．実践２年目の取り組み
　新聞に、無理なく楽しく継続的に関わっていく
ために、国語や社会などの教科だけでなく、NIE 
TIME の活用、司書教諭とも連携して実践した。
　実践内容は大きく（１）新聞に親しむ活動（２）
新聞から情報を得る活動（３）得た情報を自分な
りに解釈し表現する活動に分けられる。

（１）　新聞に親しむ活動
　①４年「新聞しりとり」【NIE TIME】

　見出しをしりとりでつなげる活動を行った。
探すために自然にページをめくる中で、難しい
漢字と出会い、児童同士の対話が生まれた。

　②３年「写真は何枚？」【NIE TIME】
　１回分の新聞に、何枚の写真があるのか２人
組で数えた。１００枚以上あることに大きな驚
きを感じていた。

　③４年「都道府県を探そう」【NIE TIME】
　　【社会科　県の地図を広げて】

　天気欄や、作物の産地の欄にたくさん隠され
ていることを発見した。名古屋→実は愛知県な
ど、市と県を明確にすることにつながった。社
会の授業に沿った内容で子どもたちは楽しんで
活動した。

④司書教諭との連携
　新聞記事コーナーで
クイズを掲示し、子ど
もたちの回答をポスト
に投函、全問正解者の
名前を、図書館の壁に
貼り出す企画を実施し
た。回を重ねるごとに
応募者が増えた。
　特に、第３回のオリ
ンピックにまつわるク
イズの時には、放送で
呼び掛けもあったこと
から多くの児童が応募
していた。

　⑤昼の放送での紹介
　放送委員の常時活動で新聞を読む時間を設け
た。すらすら新聞を読めるように読みがなを
ふったり、事前に読む練習をしたりして、放送
に臨んだ。
　放送の終わりに、「続きが気になる人は、放
送室前に新聞があるので見てください」という
旨を伝え、新聞コーナーに興味を持つように呼
び掛けを続けている。終了後、実際に興味をもっ
て、新聞を見に来る児童も多かった。
　どこまで新聞を読めば、放送を聴く人が興味
を持つのかを考え、切り方を工夫する姿も見ら
れるようになってきた。
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（２）　新聞から情報を得る活動
　①３年「食べ物を探そう」【NIE TIME】

　メンチカツ、カップめんなど探すキーワード
を設定し、５分で探す活動。見つかった児童を
挙手で確認し、「値段は？」「何味？」など教師
が発問をして、内容を読みとった。

　②５年　地引き網の記事の読み取り
　　【総合的な学習の時間】

　１週間前に見学した由比漁港と絡めて、記事
の読み取りをした。総合的な学習の時間と関連
する内容だったこともあり、子どもたちは意欲
的にワークシートに取り組んだ。

　③５年「新聞の特徴と楽しい読み方」　
　ＮＩＥコーディネーターを招き、「新聞の特徴
を知ろう・新聞の楽しい読み方と活用法（コツ）」
をテーマに講義を受けた。
　新聞とインターネットを比べると、新聞には
大きな特徴があり、見出しの大きさや配置で重
要なニュースを読者に示していることを教えて
いただいた。新聞記事は、見出しから始まる逆
三角形の文章になっていることを学び、実際に
見出しを考える活動を行った。
　児童が付けた見出しは、とても独創的で読者
の目を引くものも多かった。
　また、時間がない時には、見出しやリード文
だけを見れば、その日の大事なニュースが分か
ることを学んだ。

（３）　得た情報を自分なりに解釈し表現する活動
①５年国語「新聞を読もう」
　３種類の新聞から、静岡新聞の特徴を考え、
選択する活動をした。
　同じ見出しである３種類の「奄美のマングー
ス絶滅宣言」を読み比べた。見出しは同じでも、
リード文や使われている写真が違うこと、グラ
フや表を使用している・いないなど、それぞれ
の新聞の書き方に違いがあることに気付いた。
　静岡新聞の特徴として、「静岡出身の阿部さ
ん」が写真入りで載っていることに気付く児童
もいた。読み手が知りたい情報を記事にしてい
ることが静岡新聞である理由と書いている児童
もいた。

　②６年国語「気になるニュースを集めよう」
　朝の会のスピーチで「気になるニュース」を
当番が発表した。食パンに小動物の一部が混
入。細菌が入ることや、１０万個も回収して処
分するのはもったいない、今後こういうことが
ないようにしてほしい、と自分の思ったことを
前日に原稿にして、１分程度で話をした。１人
２回行うことで、児童は社会の出来事に関心が
高まっていた。
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　帰りの会のスピーチでは、当番が気になる新
聞の記事を読み上げ、自分の考えや感想を述べ
ていた。難しい内容でも、自分はこう考えると
堂々と発表していた。日常からの積み重ねで、
内容も充実しており、話し方も聞き手を見て、
納得してもらえるように話していた。
　原稿は、廊下に掲示していた。児童が興味を
持つニュースは多岐にわたっていた。

 

４．成果と課題
　ＮＩＥ実践を終え、児童や教員にアンケートを
行った結果、以下のような声が得られた。

【児童の声】
・ 自分のペースで読める。
・ 情報収集できた。漢字の読み方が分かった。
・ 読む力が付いた。
・ 難しい言葉を調べるきっかけとなった。
・ 読むことが好きになった。
・ 読むスピードが上がった。
・ 毎日の事件や話題になっていることが書いて

あって良い。
・ 新聞は、嘘の情報が入っていないから安心でき

る。
・ 世の中の出来事を知ることができ、家族の中で

話をすることができた。
・ 本を読むのが好きになった。
・ テレビのニュースを見逃したとき新聞を見たら

ニュースでやっていて良かった。

【職員の声】
・ 新聞の見出しを読み取る力が付いた。新聞を取

らない家庭が多くなっている現状にあって、子
どもが自然に新聞に触れる機会が生まれ、貴重

な期間となった。
・ １年生なので、担任が教室で時事ネタを話しな

がら、子どもたちの興味・関心を引き付ける
ようにした。ただ、新聞から情報を拾うことは
１年生には難しく、テレビのニュース・ワイド
ショー等に関心を寄せていく程度であった。

・ ニュースに対する興味・関心が持てるように
なった。ニュースについての話をしなければな
らないので家族に相談する子もいて、良い意味
で家庭を巻き込むことができた。意見・感想を
上手に表現できるようになった。

・ 新聞に慣れ親しみ、時事問題を知るといった意
識は上がったように思う。また、当番のスピー
チでクラスの前で話す活動を通して、自分の意
見を相手に分かりやすく伝える、プレゼンテー
ションするといった力も付いたように感じた。

・ 問いの答えを文章から探し出す力。ワークシー
トがあることがありがたかった。

・ 新聞記事を昼の放送で読んでくれるので、興味
を持つきっかけになっていると思う。

①成果
　児童の声や、教職員の声を聞くと、家庭で新聞
を取っている割合は、４割を切っている状況で、
学校に常に新聞があり手に取れる環境は、児童に
とって大変価値があると感じた。
　アンケートの結果によると特に児童が、自分に
身に付いた力として「読む力」を挙げる割合が非
常に高かった（81％）。児童にとって難しい新聞に、
様々な形で接する機会を与え続けることで、興味
を失わずに「読む力が付いた」と児童が実感でき
たことが最大の成果と言える。

②課題
　表現力（書く・話す）が高まったか、実感でき
た児童は「書く」（28.1％）、「話す」（17.4%）に
とどまった。また、新聞が常に置いてある状況に
あっても、読む頻度は週１回以下である児童が、
９割を超えていた。実際に自ら新聞を手に取るよ
うに指導していくことの難しさを感じた。

＜朝の会のスピーチ＞ ＜廊下に掲示された原稿①＞

＜帰りの会のスピーチ＞ ＜廊下に掲示された原稿②＞
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新聞を選択肢の一つに！
袋井市立袋井南小学校　　浦中　拓也

１．学校全体での取り組み
　（１）いのちの大切さ

　学校評価アンケート「命の大切さを分かっている」の項目１００％へ
向けた取り組みの一環で、新聞記事を使用。こども新聞に掲載されてい
た「地震から身を守るため」のイラスト付きの記事を引用し、リスクマ
ネジメントのような活動を行った。

　（２）NIE コーナーの設置
　こども新聞を中心に昇降口付近に新聞を設置。興味をもって読む児童が増えている。また、職員室
入口に自由に取っていけるように新聞を置いた。教師が手に取る（教材で使えそうか検討している）
様子が増えた。新聞を購読している家庭が少ない現状を考え、積極的に新聞を子供たちに見せた学級
もある。

　（３）校内の掲示物としての活用
　英字新聞を ALT が積極的に掲示した。トランプ大統領や大谷翔平選手の記事など、子供たちがよ
く知っている人物の記事を選んでいた。
　もりもりランチ（給食）委員会は、活動のひとつとして、栄養に関する新聞記事を探し、校内に掲
示した。また、学級内の掲示物作りの際にも、新聞のレイアウトを参考に、新聞風の掲示を完成させ
たクラスもあった。新聞係として、本当の新聞のレイアウトを真似して楽しく学級新聞を作成してい
る児童も多い。図書担当の教員は、学校図書館に関する記事を図書室へ掲示した。
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　（４）南っ子ニュース（放送）委員会の活動
　昨年度から子供の主体性の育成を目指す本校の取り組みの一つとして、委員会の改革を行っている。
放送委員会では、これまで昼の放送は決まった文言のアナウンスを淡々と話すのみだった。今年度の
スタートから新聞記事を要約して、身近なニュースの紹介をするようになった。

　（５）職員研修
　昨年度、担当者含め教員自身が NIE 教育について不透明な状況だったこともあり、４月に静岡新
聞ＮＩＥコーディネーターの矢澤様を講師に招き、教師向けの NIE 講座「やさしいＮＩＥを実践するた
めに」を行っていただいた。主に読み手が読みたくなる見出しの工夫等が印象に残り、職員の作成す
る学年便りのレイアウトが以前と比べ読みやすくなった。

２．授業での実践事例
　（１）4 年算数「およその数」

　「こどもウイークリー」の記事中から、「約」を用いた概数を見つけ、鉛筆で囲む。「パンダの飼育
員の仕事の紹介」の記事から「来園者数」「パンダの餌の量」「撮影した写真の枚数」等の概数を見付
ける活動を行った。

　（２）2 年生図画工作「くしゃくしゃぎゅっ」
　新聞をくしゃくしゃにしてどんな形ができるかを学習した。子供たちは家や秘密基地といった大き
な造形物やマント等の衣装を作った。想像力を膨らませて造形活動を楽しむことができた。

　（３）4 年生理科「天気と気温」
　天気によって気温に変化があることを教科書で学習した後、実際の天気と気温のデータを新聞で確
認し、学んだことを再確認するのに使用した。

　（４）5 年社会「これからの食料生産とわたしたち」「これからの工業生産とわたしたち」
　社会科では、昨年度より、教科書、資料集に加え、新たな資料のひとつとして新聞を積極的に活用
した。最新のデータが見られることや自分の住んでいる地域の記事等があり、社会科の学習に取り組
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む上で、重要となる「自分事として考える」学習活動に、とても効果的に活用できた。現在の日本の
食料自給率が低いことに対して、たくさんの新聞を見ていく中で、食料自給率向上に関係がある記事
を選び、友達に紹介することができた。
　今年度は「自分が選んだ記事の発表会になってしまった」という 1 回目の活動の反省を踏まえ、こ
れからの工業生産に関する自分の意見の根拠を、新聞記事を基に探す学習を行った。「新聞から探そう」
というスタートだったが、やはり発表会に近い意見交換のみに終わってしまい、深い対話学習にはつ
ながらなかったため、「教科書、資料集、ネットニュース、新聞」と選択肢を広げた。子供たちは意
見の交流、対話に集中するようになり、深い学びへつなげることができた。

＜指導案＞

過
程

学習活動
（○発問　・予想される児童の発言）

・指導上の留意点　☆評価
◎校内研修との関わり

導
　
入

１　本時の課題と学習方法の確認をする。
○今日は「日本の工業生産の発展を考える会」です。グルー
プ討論→全体交流→意見文記入（振り返り）の流れで行
います。

・時間短縮のため、各自の意見は印刷し、各グルー
プの模造紙に貼っておく。

・学習の流れをスクリーンに提示し見通しをもちやす
くする。「最後の振り返りにつなげるための議論で
ある」ことを特に確認する。

展
　
　
　
　
開

２　グループ討論をする。日本の工業生産に求められる６つ
の項目を「最重要政策」「重要政策」「そこまで重視しない」
の３つのグループに分ける。
○各項目をどれだけ重視していくか、根拠とともに自分の意
見を伝え、グループとしての意見をまとめましょう。

・価格が安かったり、便利だったりと、消費者の願いにこた
える工業製品づくりが大切だと思います。

・少子高齢化が進む日本において、人のくらしに役立つ製品
の開発が大事だと思います。

・「自動車をつくる工業」で学習したが、環境に配慮した製品
づくり、持続可能な社会を目指した工業生産が大切だと思
います。

・現地生産や輸出と輸入のつり合いのとれた貿易など、世界
の国 と々の結びつきを大切にしていかないと日本の工業は
成り立たないと思います。

・日本の伝統技術を生かした製品は、国内外で評価が高いの
で、昔から伝わる技術を生かした製品づくりは大切だと思
います。

３　全体発表をする。
○自分たちのグループでどんな意見（結論）が出たのか全
体に１分程度で伝えよう。

４　全体交流（ポスターセッション）を行う。
○先ほどの代表者の発表を基に、自分が興味のあるグルー
プを中心に各班の模造紙を見に行き、考えを深めましょう。

・日本の工業生産に求められる視点を以下の６つと
する。（教科書P49）

１　消費者の願いにこたえる製品づくり
２　人に役立つ製品づくり
３　環境に配慮した製品づくり
４　製品づくりのための資源の確保
５　外国に負けない工業生産の技術
６　伝統を大切にした製品づくり

◎学年研修「対話の質を高める」ために、前時まで
に新聞記事や資料集等に掲載されている資料を
基に、自分の意見をまとめておくことで、自信をもっ
て話し合いに参加できるようにする。また、少人
数のグループ編成にし、個人の発言の機会を多く
設定する。

・意見の内容や表現力等の観点から、よりよい議論
となるグループ編成を行う。

・前時までにタブレット内に新聞記事等の資料を各自
取り込んでおいたり、ロイロノート上にこれまでの
工業の学習の経過を記録したりすることで、グルー
プ討論の中で自然に（根拠を示す場面等で）提
示できるようにする。

・友達の意見を受けて発言する際、「物事をつなげ
て考える」ことを意識させる。（討論前に伝える、
確認する）

終
　
　
末

５　意見文を書く。
○単元の全ての学習と本時の討論を振り返り、自分が考え
る「日本の工業の発展について、大切なことや必要なこと、
求められること」を意見文として書きましょう。

・自分の思いを文章で表現することに苦手意識をも
つ児童も数名いるため、文章の出だしと終わりを
提示する等の意見文の書式も用意しておく。

○日本の工業生産を発展させるために、大切なことは
何だろう。

○日本の工業生産には、資源の確保や働き手の減少、
環境への影響などの問題がある。しかし、高い技
術力や工場同士の協力など、日本の工業の良さを
生かし、消費者の立場に立ってより良い製品を作っ
ていくことが必要である。
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新聞を選択肢の一つに！

　（５）その他
　あらゆる学年、教科で新聞を作成する際には、実際の新聞を提示して手本とした。見出しや記事の
配置の仕方等、構成を確認できた。また、低学年では、片仮名や平仮名を見つける活動に新聞を用いた。

３．実践前後の変化、実践の感想、今後の課題
　（１）児童・生徒はどのように変わったか

　新聞記事に興味を持つ子が増えた。日常の教師との会話の中にニュースの話題が上がる時もある。
ニュースをアナウンスするようになった放送委員は、原稿を自ら作る経験を積んだことで、全校に放
送する楽しさに気付いたようである。現在は、１年生も含め全学年が楽しめるクイズの原稿を考えた
り、災害のニュースがあると、地震から身を守るニュースをクイズ形式で紹介したりするなど、主体
的に委員会活動に取り組む姿が見られる。
　社会の振り返りには、新聞の便利さを書く子もいて、多様な情報を持つ新聞の特徴の良さに気付け
た。新聞の見方もばらばらにならずに上手に読めるようになり、最初は課題に沿った記事を見付ける
のに時間が掛かった子供たちも、どの面に自分が求めている記事があるのか、見当を付けて読むこと
で、短時間で探すことができるようになった。

　（２）実践者の感想
　授業の中でも新聞を教材として使うことを前提にしていると、スムーズな対話が生まれないという
難しさがあった。また、多忙を極める職員に対しても、積極的に新聞活用を推進することに対して、
少し遠慮がちになってしまうところもあった。
　そんな中、ＮＩＥ全国大会等で「大人に負担がある場合は、子供にとっても負担である」という話
題が印象に残った。「必ず」ではなく、「気軽に」新聞を使うことを意識するようになった。「新聞が
主役」ではないが、社会科であれば「教科書、資料集、地図帳、新聞」、放送委員会のアナウンスの
材料集めであれば「インターネット、本、新聞」というように、子供たちの学びや学校生活の中の選
択肢の一つに新聞が位置づけられたのは、本校にとってとても大きな出来事だったと思う。
　実践指定をいただいたことで、大量の新聞が学校にある環境となり、上述の理科の学習のような活
動では、一人一部新聞が手元にある、という状況で学習を進めることができた。他校の実践を知る中
で、まだまだやってみたいことがあり、新聞を教育に取り入れる魅力を感じた 2 年間であった。

　（３）反省点や課題となる事項
　やはり新聞の活用を継続して行うことで、教育の効果は上がると思われる。例えば本校でも朝
読書を実施しているが、その中で新聞を読むことも気軽な新聞活用になるのではと思った。また、
今回の実践報告を作成するにあたり、職員にどのような実践を行ったか、アンケートを実施したが、
予想以上に皆が新聞を活用していることを知ることができた。担当が気付かないところで新聞を
掲示に使っていたり、授業で使用したりと、多くの先生方の協力で、2 年間のＮＩＥが成り立った
と感じる。だからこそ、担当として「こんな実践もあります」というアナウンスや職員同士の情
報共有は、もっと必要であったと思う。
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「新聞」で育む、これからの社会に必要な資質や能力
浜松市立初生小学校　　大木　健太郎

１．本校の特色と新聞に関する家庭環境
　本校は、浜松市の三方原台地の東側に位置する、全校児童約 770 人の学校である。近年、台地の住
宅地としての需要が高まっている背景もあり、少子高齢化と言われる現在でも、児童数は横ばいを維
持している。以前から初生町に住んでいる家庭もあれば、住宅地として新たに開かれた場所に移って
きた家庭もある。
　令和６年度は、ＮＩＥ実践の２年目ということもあり、昨年度よりも効果的な実践にしていくために、
４月に５・６年生の保護者を対象として、アンケート調査を実施した。（回答数　222 件）
①　現在、御家庭で新聞を購読していますか？

している　65（29％） していない　157（71％）

②　①で「している」と答えた方。購読している理由を教えてください。
※自由記述の主な回答を集約・複数回答有

・情報収集のため（21）　　　・子どもの学習のため（8）　　　・同居の祖父母が読むため（7）

②　①で「していない」と答えた方。　購読していない理由を教えてください。
※自由記述の主な回答を集約・複数回答有

・インターネットやテレビで情報収集するため（46）　　　・読んでいる時間がない（22）
・読まない（17）　　　・金銭的な負担（12）　　

③　お子さんは世の中の動きやニュースに関心がありますか？

ある ややある あまりない ない

29（13%） 118（53%） 66（30%） 9（4%）

④　お子さんは、文章や資料から、正しく事実を読み取ることができていると思いますか？

できている ややできている あまりできていない できていない

22（10%） 100（45%） 92（41%） 8（4%）
　本校の児童を取り巻く家庭環境の特徴として、新聞は普段の生活と距離のあるものだということが
分かった。家庭が新聞から離れている以上、必然的に児童も日頃から新聞に触れる機会が限られてい
ると考えられる。世の中の動きやニュースへの関心については、ある方だと捉えている保護者の方が
多かったが、ないと捉える保護者もまた一定数いた。また、事実の読み取りができていないとの回答
の総数が半数近くに上り、保護者も課題に感じていることが分かった。

２．実践の方向性について
　（１）教材としての「新聞」のとらえ
　　新聞を活用した実践を進めていくにあたり、教材としての新聞の特性を次のように整理した。
　　・社会や身の回りで、今、起きている出来事が分かる。
　　・記事は簡潔な言葉や文章で、分かりやすくまとめられている。
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「新聞」で育む、これからの社会に必要な資質や能力

　（２）実践目標
　（１）で示した教材としての「新聞」と児童や家庭の実態を踏まえ、以下の実践目標を設定した。

児童が新聞記事を読むことを通して、①世の中の動きやニュースに関心をもち、②事実を正確に
読み取る力を伸ばすことで、これからの社会に必要な資質や能力を育む。

　「第３次浜松市教育総合計画～はままつ人づくり未来プラン～」にも「これからの社会を生きぬ
くための資質や能力」という言葉が記されている。特に「知識基盤社会と本市における『創造』の
必要性」の項目には、学校で知る知識だけではなく、複数の知識を活用できるようにすることの重
要性が述べられている。学校で得た知識と新聞から得られる情報を結び付けていくことで、この資
質や能力を効果的に育むことができるだろうと考え、この実践目標を設定した。なお、効果的な実
践にするためにも、ある程度社会の知識が身に付いていることが前提だと考えたため、主な実践は
５・６年生を中心に行った。

３．実践「新聞プリント」
　実践目標の達成に向け、特に効果的だった「新聞プリント」の取り組みについて後述する。
　（１）ねらい
　　・文章を読むために必要な語彙力を身に付ける。
　　・新聞記事から、事実を読み取る技能を育む。
　　・学習内容や児童の興味関心に則した記事を読むことで、社会への関心を育む。
　　
　（２）様式

　（３）運用
　　・毎週末、土日の家庭学習として児童に配布する。
　　・記事は、主にその週の中で社会的に注目度の高そうなもの、もしくは児童の興味関心に則して
　　　いるものを担当が選択し、様式の左側に貼り付け、印刷する。
　　・休日明けに回収する際に、新聞記事の内容について考えたことをグループ内で伝え合う。

　意味調べ
　→語彙力を高める。

担当が、選んだ新聞記事を
貼るスペース

　事実を箇条書きする
　→記事から事実のみを
　　読み取る。

　記事に対する感想を書く
　→世の中や社会の動きへの
　　関心を高める。
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　（４）選択した記事の例
見　　出　　し 日にち 新　聞　社

空襲下　地下学校開校へ 4 月 21 日 静岡新聞

‘24 浜松まつり　準備万端 開幕心待ち 4 月 30 日 静岡新聞

男女平等日本 118 位 6 月 13 日 中日新聞

子ども減り続けた　日本の未来は？ 6 月 15 日 朝日小学生新聞

今日から発行　新しいお札！ 7 月 3 日 朝日小学生新聞

８月の米不足　なんだったの？ 9 月 11 日 朝日小学生新聞

首相は国のかじを「船長」 9 月 10 日 朝日小学生新聞

袴田さん　再審無罪 9 月 27 日 産経新聞

来月５日アメリカ大統領選　次はどちら？ 10 月 10 日 朝日小学生新聞

教科書「紙」に回帰 10 月 22 日 読売新聞

衆院選 自民と公明、過半数下回る 10 月 29 日 朝日小学生新聞

カメムシ被害　富士柿ピンチ 11 月 9 日 中日新聞

豪 16 歳未満 SNS 禁止 11 月 29 日 読売新聞

「光」と「影」両面注目　今年の漢字５回目 12 月 13 日 中日新聞
　なお、１月中旬に新聞プリントの取り組みを振り返るアンケートを児童に実施した際、印象に残っ
ている記事を１～３つほど入力する項目を作った。多かった回答は、「カメムシ被害」が 36 件、「豪
16 歳未満 SNS 禁止」が 72 件、「『光』と『影』両面注目　今年の漢字５回目」が 61 件となり、アンケー
ト実施日に近い記事が多く挙げられた。しかし、少しさかのぼって「８月の米不足　なんだったの？」
が 21 件、「来月５日アメリカ大統領選　次はどちら？」が 23 件と、時間が経っていても回答に挙がっ
てきた記事もあった。これらは、各種メディアによって頻繁に取り上げられていたため、記事を読
んだ記憶が補強されたからだと考えられる。また、回答数は少なかったが、４月に取り組んだ、「空
襲下　地下学校開校へ」が２件、「‘24 浜松まつり　準備万端 開幕心待ち」が５件と、期間がかな
り空いていながらも、児童によっては、印象に残り続けているものもあった。

　
　（５）交流について

　新聞記事の内容について考えたことをグループ内で伝え合う際に、グループ内で出た意見を集約
して、更に学級全体での共有も行った。また、新聞記事に則して自分の考えを選び、学級内で討論
会を行い、考えを深める活動も行った。

記事の内容を基にした討論会の板書グループ内で考えたことを発表する様子
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　（６）長期休暇の新聞プリント「いっしょに読もう　新聞コンクール」
　夏休み・冬休みには、「いっしょに読もう、新聞コンクール」を課
題として全員に取り組ませた。新聞を取っていない家庭が多いとい
う実態に配慮して、新聞持ち帰りコーナーを設置し、夏休み前や夏
の個別面談の際に、自由に持ち帰ることができるようにした。

４．アンケート結果
　（１）児童概要　（５・６年生対象　　回答数　232 件）

①　新聞プリントの取り組みを通して、知っている言葉は増えましたか？

とても増えた 増えた やや増えた あまり増えていない 増えていない

20（9%） 85（37%） 77（33%） 34（15%） 16（7%）

②　新聞プリントの取り組みを通して、文章から、「事実」を見つける力がついたと思いますか？

とてもついた ついた ややついた あまりついていない ついていない

22（10%） 81（35%） 96（41%） 22（10%） 11（5%）

③　新聞プリントの取り組みを通して、社会や世の中の動きへの、興味や関心が高まりましたか？

とても高まった 高まった やや高まった あまり高まっていない 高まっていない

23（10%） 64（28%） 93（40%） 32（14%） 20（9%）

　（２）保護者概要（５・６年生保護者対象　　回答数　191 件）

①　新聞プリントを通して、お子さんは、文章や資料から正しく事実を読み取る力をのばすことが
　できましたか？

できた ややできた あまりできていない できていない

22（12%） 121（63%） 45（24%） 3（2%）

②　新聞プリントを通して、お子さんの、世の中の動きやニュースへの関心は高まりましたか？

高まった やや高まった あまり高まっていない 高まっていない

26（14%） 107（56%） 48（25%） 10（5%）

③　４月～１月の間で、お子さんの、「新聞」への関心は高まりましたか？

高まった やや高まった あまり高まっていない 高まっていない

15（8%） 49（26%） 92（48%） 35（18%）

５．成果と課題
　（１）成果

◎　「これからの社会に必要な資質や能力」を総合的に高めることができた。
　児童を対象としたアンケートの回答のうち、新聞プリントのねらいとした、「文章を読むために
必要な語彙力を身につける」「新聞記事から、事実を読み取る技能を育む」「学習内容や児童の興味
関心に則した記事を読むことで、社会への関心を育む」に関するもので、「力がついた」と分類さ
れるものが、全ての項目で 75％以上となった。保護者から見た児童の様子からも、これらの力が
付いていると実感していることから、本実践のねらいでもある「これからの社会に必要な資質や能
力」の育成について、十分に効果を得ることができたと考える。その要因として、同じ形式のプリ

新聞持ち帰りコーナー
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ントを継続的に使い続けることで、児童自身が新聞プリントを通して身に付けられる力を意識して
取り組み続けることができたからだと考えられる。

◎　新聞に触れる機会を増やすことができた。
　保護者を対象としたアンケートの自由回答欄には、「新聞を取っていないので、新聞を読む機会
がほぼ無く、宿題としてこのような取り組みがあるのはとても良いと思います」「改めて新聞に親
子で関心を持ちました」「新聞離れの現代に、新聞を読むという時間はとても良い時間だと思います」
といった、新聞記事を読むことに対して前向きな回答を複数得ることができた。長期休暇中の課題
についても、「新聞をきっかけに、世の中の動きを家族で話す機会が増えた」「分からないことを質
問されて、親子の会話のきっかけとなった」等の回答があった。

　　　
　（２）課題

▲　高まった力を実感する機会が少ない。
　多くの児童が「力がついた」と答えたものの、「やや高まった」「ややついた」「やや高まった」
の項目に回答が集中した。教師の立場から児童の取り組みの様子を見ていると、力は着実について
いると感じるので、これは児童が、本実践のねらいとしている資質や能力の自身の高まりを捉えき
れなかったためだと考えられる。この資質や能力の高まりが児童に表れた瞬間を見逃さず、教師が
積極的に価値付けていくことが、高まりを実感させる手立てとなるだろう。

▲　新聞プリントの負担感が強かった。
　アンケートでは、普段新聞プリントに掛かる時間が 45 分以内と回答した児童の合計が 78% だっ
た。決して多くの時間を割いている訳ではなかったが、児童の自由回答欄には「面倒くさい」「な
くして欲しい」といった回答が複数見られた。しかし「勉強になる」「将来の役に立つ」と捉えて
いる児童も同程度いることから、負担感を減らす手立てが必要だと感じた。具体策としては、児童
が関心を向けやすい記事の割合を増やすことだ。本年度選んだ記事は、学校の授業と関連させ、政
治や経済、社会構造などを取り上げたものを重視したため、高学年といえども、読解が難しいのが
多かった。ねらいを重視するあまり、学習者の意欲を削いては本末転倒になるので、児童が生活と
のつながりを感じやすい記事の割合を増やすことが改善策として考えられる。また、記事は全て担
当が選んでいたが、複数人の教師が順番に記事を選ぶことで、記事選びの視点が広がり、マンネリ
化を防ぐことになるだろう。

▲　新聞への関心は上がらなかった。
　本実践を行うことで、児童の新聞への関心を高めることも副次的な効果として期待したが、保護
者から見た児童の関心は、「高まっていない」との回答が 66% にものぼった。新聞記事を課題とし
て読んでいるだけでは、関心を高めることが難しかった。課題の他にも児童の興味を引く手立てを
考える必要があった。ただし、そもそも新聞を取っている家庭が３割を切っている本校の家庭環境
を鑑みると、児童だけでなく家庭全体を巻き込むような手立てや支援でなければ効果が薄いと考え
られる。

６．おわりに
　現代社会では、多くの情報が児童らを取り巻いている。これからの社会を生きていくためには、情
報を適切に読み取り、正しく事実を見出すための力、そして、読み取ったことを自分事として捉え、
積極的に社会と関わっていく姿勢が必要不可欠だと考える。本実践を通した経験が、児童らにとって
これからの社会を生き抜くための一助となることを願う。
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１．はじめに

（１）　本校の紹介
　本校は、静岡市清水区に位置する、カトリック
教育を基盤とした幼・小・中・高一貫の学校であ
る。学園が一体となった一貫システムの中で、
受験勉強にとらわれない、独自の教育プログラ
ムを展開している。1-4 年生が所属する「プライ
マリー」、5-8 年生が所属する「ミドル」、そして
9-12 年生が所属する「カレッジ」の三つのステー
ジに分かれた 4-4-4 制の教育活動を採用してい
る。本学ではそれぞれのステージで国際バカロレ
ア（IB）を採用しており、「プライマリー・イヤー・
プログラム（PYP）」「ミドル・イヤー・プログラ
ム（MYP）」そしてカレッジステージの一つのコー
スであるソフィアコースで「ディプロマ・プログ
ラム（DP）」を採用している。今回ＮＩＥ実践を行っ
たのは、5 年生から 8 年生（中学２年）が所属す
る、ミドルステージである。ミドルステージは、
5 年生 66 人、6 年生 79 人、7 年生 87 人、8 年生
81 人から構成されている。

（２）実態調査
　2023 年にＮＩＥ実践指定校に認定されてから、
生徒の実態把握が必要だと思い、アンケートを実
施した。2023 年に 7 年生 81 人に調査したアンケー
トでは、「家庭で新聞を取っていますか」という
質問に対して約 7 割が新聞を取っている一方で、
「普段（週２回以上）から新聞を読む習慣があり
ますか」という質問に対しては「読む」と答えた
生徒が 9％という結果になった。
　また、「新聞を読むことのハードルは高いです
か」という質問に対して「高い」「どちらかと言
えば高い」と答えた生徒が合わせて 65％、「社会
の情報を得るときに何を利用しますか」という質
問に対しては「新聞で情報を得る」と答えた生徒
はわずか 4％であった。「新聞についてどう思い
ますか」という問いに対しては、「新聞は社会の
情報を知ることができる」「新聞を読むことで国
語力が付きそうだ」などと肯定的な意見がある一
方で、「難しい」「字が小さい」「面白くない」「読

み方がよくわからない」という新聞を読んだこと
がないからこそ新聞の読み方を知らない生徒が多
いことがわかった。（以下グラフ）

（３）ＮＩＥ実践における目標
　以上の調査結果から、生徒は新聞で社会を知る
ことや学びを得ることができる一方で、内容が難
しく、新聞を開くハードルが高いと感じているこ
とがわかった。そこで今回のＮＩＥ実践での目標
は、
①新聞を読むことで要約力・語彙力などの「国語

力」の強化
②新聞を読むことで生徒が自ら「問い」を立てる

ことができるようになり、主体的に探究に取り
組むための下地を作る

③新聞を読むことで生徒自身の興味・関心を増や
すとともに、「新聞を読む」ことへのハードル
を下げる

この三つを目標に NIE の実践を行ってきた。

２．実践内容

（１）ＮＩＥに取り組みやすい環境整備
　本校はミドルステージ・カレッジステージは図
書館が共同である。図書室には静岡新聞のほか、
読売新聞や朝日新聞を読むことができる。また、
読売新聞のデジタルデータベース「ヨミダス for 
school」が生徒用の iPad で使用できるようし、
図書室では「ヨミダス歴史館」にアクセスするこ
とができるようになっている。しかし、ミドルス
テージの校舎から図書館は距離が離れており、ま
た高校生が多く利用していることもあるのであま
り使用しているミドル生は多くない。そこでミド

ＮＩＥで自分の興味・関心を増やして社会に目を向ける。
静岡サレジオ小学校・中学校　　田邉　朱里
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考えたのか、どの
ようなことを感じ
たのか生徒が共有
することができる
ようにしている。
　記事は小学校の
担 任 が そ れ ぞ れ
ローテーションで
選んでいる。その
ため、それぞれの
授業で学習してい
る内容と関連させ
た記事選び、また
違うジャンルを選ぶことで生徒の興味・関心を見
つけるための参考となる記事選びを行っている。
また、１週間で１枚のワークシートを作成するこ
とで、年間を通じて約 20-30 枚のワークシートを
作成することとなる。そうすることで年間を通じ
た記事の要約の練習、意味調べによる語彙の増
加、そして多くの記事を読めるようにすることが
小学校のＮＩＥタイムでの目的であった。

［廊下の掲示・年間のワークシート］

②中学校でのＮＩＥタイム
【ソクラテスのノート】
　小学校で記事をある程度読めるようになってか
らは、中学では「問い」を生徒自らが立てること
ができるようになるための活動を行った。そのた
め、中学校のＮＩＥ活動のために「ソクラテスの
ノート」というものを作成した。ソクラテスのノー
トでは、記事の内容を知る、感想を持つ、だけで
はなく「問い」を立てる事にこだわって製作した。

ルの校舎に「ＮＩＥコーナー」を設置することと
した。
　小学校 5,6 年生の教室
がある階には朝日小学
生新聞や静岡新聞の週
刊 YOMO っと静岡を設
置し、7,8 年生の教室が
ある階には通年で静岡
新聞、そして年間を通
して届く各新聞を配置
している。また、新聞
台を設置して、いつで
も生徒が新聞を読みやすい環境づくりを行った。
新聞は１週間分を読みやすい状態にしておき、そ
の後の新聞は生徒が自由に使ってよいものとし
た。

　　［新聞を読む生徒たち］

（２）朝活動「ＮＩＥタイム」の実践
　本校のＮＩＥ活動は主に朝活動における「ＮＩＥ
タイム」で実施してきた。本校では朝の 8：15 ～ 8：
30 の 15 分間を朝活動の時間としている。そこで
木曜日と金曜日の朝活動を、「ＮＩＥタイム」とし
て行ってきた。発達段階に応じて小学校と中学校
ではそれぞれ異なった活動を行い、小学校から中
学校に進級するにあたりＮＩＥの教育活動を小中
接続できるような活動を行った。

①小学校でのＮＩＥタイム
　小学校のＮＩＥタイムでは教員が記事を選択し
て、その記事をもとにワークシートを作成し、１
週間（朝活動 2 回分）で生徒はそのワークシート
を完成させる。そのワークシートには、記事の中
から自分がわからない用語を国語辞書で意味を調
べ、記事の要約、そして自分の考えや意見（感想）
を書き、教員がフィードバックを行う。そして完
成したワークシートは全員廊下に掲示する。そう
することで同じ記事でそれぞれどのようなことを

［ＮＩＥタイム：ワークシート］
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える化」されることが目的である。また、新聞を
パラパラとめくる機会を増やすことで新聞に面白
い記事がある事、そして新聞を読むことのハード
ルを下げることを目的として行った。
　７年生の 3 割は新聞を家で取っていない。そこ
で新聞を取っている他の生徒に１部多めに持って
きてもらったり、学校にある新聞を一部生徒に渡
したりすることで 7 年生 87 人が全員新聞を１部
読むことができるようにした。
　書くことが苦手な生徒もこの活動では「自分の
面白い記事を友達に教える」というものであるた
め、比較的積極的に活動を行っている様子が見ら
れた。また、この活動を通して普段は新聞を開か
ない生徒も、友達におススメする面白い記事を求
めて休み時間や昼休みなどにＮＩＥコーナーで新
聞をめくっている様子が見られた。

（３）授業での実践
　授業での実践では主に国語・社会で実施した。
どちらの科目も主に導入の段階で新聞を活用する
機会が多かった。また、総括的評価を行うための
課題として、新聞製
作を各科目で実施
した。各科目で新聞
製作を実施するこ
とで生徒自身が調
べた情報を整理し
て、言語化させる練
習を目的とした。そ
の際、どの科目でも
意識させたことは
「見出し」を必ず考
えることである。見
出しを必ず書くこ
とで、自分が一番伝えたいことは何なのか簡単に
まとめる力が付くことを目的とした。また、以下
は各科目で通年で行ったＮＩＥ活動である。

①国語科の実践
【小論文（6 年生）・通年】
　本学では小学校で小論文の授業がある。そこ
で、小論文を作成するときのテーマ、そしてその
テーマの内容・考えや意見を新聞から探してくる
活動を行った。教員が最近の社会情勢（オリンピッ
クや能登半島地震）に関する記事を一つ選択して
きてテーマを決める。そのテーマに関する新聞の
記事をそれぞれ生徒たちは探し、一つの出来事に
対して多くの意見や考えがあることを理解する。

［ソクラテスのノートを使った探究の流れ］

　このノートを使って、記事の要約に加えて、そ
の記事から気になる問いを自分で考え、その問い
に答える活動を 1 週間で一つの記事で実践した。
　年度の初めでは小学校と同じく教員が記事をい
くつか提示した上で、自分が特に気になる記事を
選ぶようにしていたが、後期になると生徒が自分
で新聞を読み、記事を選ぶようになった。そうす
ることで自分の興味・関心に即した内容の記事で
ＮＩＥ活動を行うことができるようになっていっ
た。

　　［ソクラテスのノート：生徒の活動］

【まわしよみ新聞】
　7 年生は、10 月頃から生徒が新聞を１部用意し
て、その新聞から自分が面白い記事を探し、クラ
ス内で共有をし合う「まわしよみ新聞」の活動を
行った。朝活動の 15 分間に持参した新聞を開き、
その中で自分が特に興味を持った記事をマーカー
で線を引きながら読む。その後、クラスの友人と
自分が面白いと思った記事を要約し紹介し合う活
動である。紹介した記事は、生徒の iPad で写真
を撮影し、ロイロノートに保存をしておく。そう
することで、なくす心配がないことに加えて、活
動を続ければ続けるほど、自分の興味、関心が「見

［歴史新聞（8年生）］
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（４）その他の活動
【ＮＩＥ出前講座：新聞の読み方】
　7 年生は、9 月に静岡新聞の出前授業を実施し
た。その時には「新聞の読み方講座」として新聞
はどのように読めばいいのか、ということをテー
マとして静岡新聞社の方に授業をお願いした。こ
の授業の後から朝活動の [ まわしよみ新聞 ] を始
めたが、実際にどのように新聞を読めばいいのか
生徒が理解をした上でその後のＮＩＥ活動に取り
組むことができたので、非常に有意義な時間だっ
た。

［ＮＩＥ出前授業の様子］

【学級活動におけるＮＩＥ】
　朝活動、授業のほかに各学年の学級活動におい
てもＮＩＥを利用した。例えば新学期の教室での
アイスブレイクとしての活動や、ニュース係を設
定し、週に１回ローテーションで新聞記事の中か
ら一つ、クラスに紹介したい記事を朝礼の時間に
発表する等、生徒の身近に新聞がある環境を目標
にしてＮＩＥ実践に取り組んだ。

３．成果と課題

　今までのＮＩＥ実践を踏まえて生徒に最初と同
じアンケートを 7 年生 87 人に実施した。
【成果】
　「普段から新聞を読みますか」という問いに対
して「読む」と答えた生徒が 39％となった。ま
た、「新聞を読むことに対してハードルは高いで
すか」という問いに対して、「低い」19％、「どち
らかと言えば低い」41％と、多くの生徒が新聞を
読むことに対してのハードルが下がったことがわ
かった。また、ＮＩＥ活動を通しての感想で多かっ
たのが、「新聞はもっと難しいものだと思った」「新

記事を探すときには小学生向けの新聞の記事を教
員が全体に共有するほか、ヨミダス for スクール
を使って生徒が自ら記事を探す作業も実施した。

【投書にチャレンジ！（中学）通年】
　中学校の国語では、年間を通して「ひろば 10
代の思い」への投稿を行ってきた。生徒が今気に
なっていることや考えていることを言語化する練
習として、自分の思いを文章化する。教員が特に
よいと感じたものを実際に静岡新聞に投書し、掲
載されたら国語の授業内で表彰を行う、という活
動を行っていた。授業内で時間を設けることはあ
まりできなかったので、基本的には募集という形
にして、希望の生徒が行う、また夏休みの宿題と
して提出するものとしていた。

②社会科の実践
【導入での使用（全学年）】
　社会科では年間を通じて単元の導入や授業の導
入で新聞の記事を使用してきた。例えば、小学校
5 年生の「水産業のさかんな地域」という単元で
は実際に学習している内容が新聞にはどのように
書かれているのだろう？と水産にまつわる記事を
紹介した。また、養殖の記事を授業の導入で利用
して、「この記事に書かれていることで今まで授
業で習ったことがどのように書かれているだろう
か」と記事の中から自分が学習した内容をペアで
抜き出す活動を行った。
　また、中学地理では、今授業で学習している地
域や都市を新聞で探してみよう！という活動を
行った。ヨミダス for スクールや、朝活動の時に
持参した新聞を開いて自分が今学習している県の
出来事を知る活動を、各単元の導入時、授業の最
初に行っていた。

【静岡のお茶の危機（中学・日本の諸地域）】
　静岡県の茶産業が現在、第１位の座を鹿児島県
に奪われそうになっている。この出来事について
静岡県の静岡新聞と、鹿児島県の南日本新聞では
どのように記事が書かれているのか比較すること
で、静岡県と鹿児島県の茶産業の共通点、相違点
を理解する活動を行った。教員が両県の記事を
持ってきて、この記事がどちらの県の記事なのか
クイズ形式で出題することで生徒がそれぞれの視
点から記事の比較をする活動をした。
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聞はパラパラとめくるだけでも良いことを知っ
た」という新聞記事の面白さを理解した生徒が一
定数いることを知ることができた。また、朝活動
においても 5-8 年生で最初のワークシートに比べ
て、現在のワークシートの方が内容・意見・問い
ともにレベルが向上していることを教員が実感し
ている。これらを踏まえて、本校の目標であった
ＮＩＥを通じて国語力の強化と、新聞を読むこと
に対するハードルを下げることはある程度達成す
ることができた。
【課題】
　「社会の情報を得るときに何を利用しますか」
という問いに対してほとんどの生徒はニュース、
もしくはインターネットと回答し、新聞を選択し
た生徒は 13％にとどまった。また、新聞に対し
て「文字が小さくて読みづらい」「自分が求めて
いる記事を見つけることが大変だった」という回
答も少なくなかった。実際に教員側も授業で扱い
たい記事を探すことにかなり苦労した。ヨミダス
などをより活用して今後のＮＩＥ活動につなげて
いければよいと考える。
　また、目標の一つである「生徒の興味・関心を
見つける」ことについては効果はいまひとつで
あった。週に１冊では、生徒が自分の興味・関心
のある記事を見つけることが難しく、まわしよみ
新聞においても無難な記事を紹介している生徒が
多かった。生徒の興味・関心を見つけるためには、
生徒が新聞を読むことが習慣化する必要があると
感じた。今回のＮＩＥ実践において新聞を読むこ
とに対するハードルは下がったので、今後のＮＩＥ
活動では「新聞をめくる事を習慣化する」ことを
目標として行っていきたい。
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１．はじめに　～浜松開誠館と新聞～
　いつも新聞に取り上げていただきありがとうございます。これからもよろしくお願いします。

【生徒】　　「新聞に取り上げられる」→　生徒の自己肯定感向上＋愛校心、所属意識の育成へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　新聞が身近な存在に
【教職員】　「新聞に取り上げられる」→　生徒募集に貢献、自己有用感の向上＋愛校心、所属意識向上
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　新聞が身近な存在に

２．従来からのＮＩＥ活動～「ASASAKU」を中心とした表現力育成
①「ASASAKU」の活動
　落ち着いた朝の授業前の１０分間を使って朝読書を行っているが、週
に１日は文章表現力を高める朝作文の時間、通称 “ ＡＳＡＳＡＫＵ ”を
行っている。ＡＳＡＳＡＫＵは週１回、中学１年生から高校３年生まで
それぞれ実施。中高に応じて新聞記事やテーマを設定し、自分の考えや
感想を「書く」ことを通して文章表現能力を高めている。

2015 年 11月高校 2年生実施→

【新聞を配布し ASASAKU で output】
（今年度活用した全校生徒に配布した新聞記事）
　・「2042 年 5 月 5 日発行　未来空想新聞」
　・「日本経済新聞　高校生向け特別版」

社会変化の中で求められるＮＩＥ活動
浜松開誠館中学校・高等学校　　大庭　康介

2024 年 4 月～ 12 月
本校の関係記事が
新聞に掲載された数

１２５記事以上
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②「ASASAKU」の文章を応募
　毎年、新聞の読者投稿を行い、新聞に掲載していただいている。
　今年度は、中日新聞の「ひとこと」に応募し、12 月には高校 1 年生 6 人の文章を掲載していただいた。

③その他の取り組み
　◦学年活動後の壁新聞の作成、生徒会新聞作成

　主に中学生が、研修旅行などの学年活動の際
に、事後研修としてグループで壁新聞を作成し
ている。また、生徒会は生徒会新聞を発行して
いる。

　◦中学生の夏期課題で新聞作成
　中学 1 年生では「都道府県新聞」中学 2 年生
では、「歴史人物新聞」を作成していた。

　　　　　　左：中学 1年生 ･浜松研修の壁新聞
　　　　　　右：平成 28年の生徒会新聞

なぜ実践指定校ではないのに NIE 活動をしていたのか？

　本校では、元々新聞を購入している。「静岡新聞」「中日新聞」「読売新聞」「日本経済新聞」「日刊ス
ポーツ」を購読している。図書室に行けば、いつでも閲覧できる環境にある。それに加えて、１．はじ
めに、で述べたように、新聞を身近なものに感じている生徒、教職員が多くいるからこそ、自然と NIE
活動を行うようになったのではないかと推測できる。
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社会変化の中で求められるＮＩＥ活動

３．新たなＮＩＥ活動～社会変化の中で求められるＮＩＥ活動
　（本校のテーマ）
　・社会変化の大きい中で、依存的学習者から自立的学習者への変容を促し、生徒の課題解決能力を

高め、広い視野で学びを社会へとつなげる教育活動として、ＮＩＥを実践していく。
　・ユネスコスクールとして、SDGs や ESD を中心とし、持続可能な世界・社会を目指すために課題

を発見探究し、自ら発信する姿勢を身につける。また各教科の専門性を生かして社会との結びつ
きや統合的な学びを育む。

　大きな社会変化の中では、Critical thinking（批判的思考力）、読解力・思考力、探究活動の３つを強
化して育成する必要性があるとみて、実践を行った。
①新聞読み比べコーナー・読み比べ授業で Critical thinking（批判的思考力）を育成
　◦新聞読み比べコーナーを設置
　【前期】　静岡新聞・朝日新聞・日本経済新聞 ･
　　　　　THE JAPAN NEWS
　【後期】　毎日新聞・産経新聞・中日新聞

　従来の図書室での閲覧場所に加えて、新聞読み比
べコーナーを職員室前の廊下に設置した。一面記事
が分かるように置き方も工夫した。
　休み時間や昼休みに足を止めて新聞を読んでいる
生徒も見られた。また、教職員も空き時間に教材研
究の一つとして活用していた。

　　　　　　　　　　新聞読み比べコーナーの様子→
　◦新聞読み比べ授業の実施

　高校 2 年生の学校設定科目「Global Issues 1」において、新聞読み比べ授業を実施した。10 月末～
11 月初頭の毎日新聞・産経新聞・中日新聞の３紙をそれぞれのグループに配布し、アメリカ大統領
選挙について読み比べをした。

　　１、グループで同日発行の３紙を回し読みする。
　　２、アメリカ大統領選挙についての記事を分析・まとめ
　　３、発表・意見交換

　授業実施時期が、ちょうど 11 月後半の兵庫県知事選挙の最中であった。世の中のメディアに対す
る興味と連動する形で、生徒の関心が非常に高まり、良い授業となった。

　　　↑生徒の発表したスライドの一部　　　　　　　　↑生徒の発表したスライドの一部
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②新聞を使って読解力・思考力育成～新聞記事問題作成は AI で仕事効率化を～
　◦「新聞を配布しているだけ、記事を提示するだけでいいのか」「本当に読めているのか」。読解力低

下の問題は、NIE 活動を行う上で避けては通れない問題である。そこで、読解力を高めるワークシー
トを作成した。単純な読み取りを通して、新聞を「見る」→新聞を「読む」へ変容させるという狙い
を持って取り組んだ。

　ここで問題になるのは、教員負担の問題である。パターン化された構成の上、タイムリーな記事で数
多くこなしたいため、生成 AI を活用して業務効率化を図り、ワークシート作成を行った。
　まず、題材となる記事を探す。その際、なるべく客観データや事実が記載されているものとする。ネッ
ト配信記事の場合はそのまま使い、新聞の場合は Google Keep の文字認識機能などを使って文字デー
タ化する。そして、記事の文字データとともに、あらかじめ作成したプロンプト（命令文）を貼り付け、
生成 AI に読み込ませる。生成された設問は AI ごとに若干のゆれがあるので、ChatGPT、Gemini、
Copilot 等複数のサービスを用いて比較対照し、適切な設問を選ぶ。
　最後に、実際のワークシートの体裁に整え、完成させる。模範解答も同時に生成AIに作成させるので、
実際に記事を探してからこれらの作業は 15 分～ 20 分程度である。

【プロンプトの例】
＃命令書
　あなたは高校生を教える日本の学校の国語の教師です。生徒たちに、論理的に文章を読むための訓練をして文章
読解力や論理的思考力を高めたいと思い、#課題文をもとに、下記の#制約条件に忠実に従って、生徒に読解力の
テストを作成したいと考えています。どのような設問が適当か、考えてください。また、併せて解答例も作成して
ください。
＃制約条件
　＊生徒が課題文を読み取り、文章の要点や内容の深い理解を測るテストとすること
　＊設問数は５問以内とすること
　＊単語または簡潔に回答できる問題とすること
　＊一部は選択肢問題でもかまわない
　＊思考の転移を伴う問題も１問加えること
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③夏期休業中の宿題は新聞を使って探究活動
　ＮＩＥ活動の一番の見せ場が夏期休業中の課題。従来の活動は、本校独自の「都道府県新聞」「歴
史人物新聞」であった。それを新聞社主催のコンクールに応募することで、探究活動をより良い
ものにしていく。
◦中日新聞主催　新聞作品コンクール

　　　↑優秀賞を受賞した中学 1年生の作品

◦日本新聞協会主催　いっしょに読もう！新聞コンクール

◦英字新聞活用、英字新聞作成

　中学 1 年生の夏期休業中の課題を「静
岡県の〇〇新聞をつくろう」とし、中日
新聞の新聞作品コンクールに応募した。
（おすすめポイント）
・用紙が用意されているため、書き方が
分かりやすく、生徒にとっては作りやす
い。
・4 コマ漫画や広告も自分で作ることが
できるため、楽しみながら作成できる。

　事後学習として、静岡新聞ＮＩＥコー
ディネーターの矢澤和宏様を招き、新聞
講座を開いた。新聞作成後ということ
で、生徒の興味関心が非常に高かった。

　中学 2 年生の夏期休業中の社会科
課題として、「いっしょに読もう！
新聞コンクール」に応募した。
（おすすめポイント）
・記事を選んだ理由、親などの他者
の意見、考えたことの３つを分けて
書く形をとっており、書きやすさが
ある。
· 夏期休業中の家族のコミュニケー
ションのひとつになる。

　学校奨励賞と生徒 1 名が優秀賞を
受賞した。

　高校３年生のグローバル科目の課題とし
て、「英字新聞作成」に取り組んだ。
（やり方）
① THE JAPAN NEWS by the Yomiuri 

Shimbun に SDGS 付箋を貼り付け、グルー
プで意見交換

　→英字新聞に親しむ、理解する
②内容は、各自の探究活動の総まとめ
　左の作品テーマは「洋服の墓場」。
③各自１つの英字新聞を作成する
　英字新聞甲子園への応募も考えたが、1 作
品につき2,000円ということもあり断念した。
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４．ＮＩＥ活動により見えてきた成果と課題
　2 年間のＮＩＥ実践指定校としての活動を行い、以下の成果・課題が見えてきた。

　①本校の強みの一つに「新聞」「ＮＩＥ活動」があること。
　ＡＳＡＳＡＫＵを中心とした表現力育成の活動が始まって、しばらく経っている。これまで、ＮＩＥ
活動ということは意識していなかった。実践指定校となり、発表や研修、過去のデータベースなどを
みると、「今までやっていたことがＮＩＥ活動だったのか」と知ることができた。
　ＩＣＴ教育、グローバル教育、ＥＳＤ教育やＳＤＧｓ教育など、私学である私たちは、近年のトレ
ンドともいえる教育を先に進めてきた。しかし、県や国も予算を付け、県公立の中学校・高等学校も
同じようにトレンドの教育を進めてきている現状がある。ＮＩＥはどうであろうか。多くの県公立の
ＮＩＥ活動の課題には「指定校でなくなったら新聞をどのように入手するのか」とある。本校は、5 紙
の新聞を 20 年近く、購入し続けている。その成果もありＮＩＥ活動の土台がある。ＮＩＥ活動を強化、
発展させていくことが、本校の強みとなる可能性があると教職員が理解できたことが成果である。

　②新聞の居場所は図書室なのか。
　本校において、従来の新聞閲覧コーナーは図書室にある。多くの学校が、図書室に新聞閲覧コーナー
を設けていると思われる。昼休みに図書室で新聞を眺めている生徒もいるだろう。今回、指定校とな
り、職員室前にＮＩＥコーナーを設置した。職員室前という人の往来が多い場所ということで、生徒
が新聞を目にする機会が増えた。しかし、一番増えたのは、教職員が新聞を手に取り読む機会であり、
教材の一つとして新聞を使い授業実践する機会である。「教員ならば家庭で新聞を購入している」と
いう時代ではなくなっている。学校における新聞の意義は、授業や学校活動の中で教材となることで
あると考える。いままで本校の教員は、どれだけ新聞を教材にしてきたであろうか。新聞の居場所は
図書室ではないのかもしれない。

　③批判的思考力、読解力・思考力の育成成果は見えない。活動の継続が必要である。
　新しいＮＩＥ活動の成果はまだ見えない。数値でも表すことができない。しかし、取り組んだことで、
この２つが課題であることは明確になった。
　新聞読み比べ授業の生徒の振り返りに「新聞はすべて同じものが書かれていると思っていた」とい
う記述があった。本校は iPad を導入して 10 年が経つ。外部の講師を招き、ネット教育講座も開いて
いるが、メディア、情報というものがどのようなものかが理解できていない。生徒のニュースサイト
には、アルゴリズムも作用し、興味のある見たいものしか表示されなくなる。このアルゴリズムすら
知らない生徒が多い。その現状の中で、ＮＩＥ活動で育てていきたいのは、情報をうのみにしない批
判的思考力である。
　また、生徒の読解力・思考力の低下も著しい。ＡＩが作った簡単な新聞の読み取り問題の正答率が
低い生徒がいる。新聞が正確に読めていない生徒もいる。ＮＩＥだけの問題ではないが、手を打たな
ければいけないことは確かだろう。こればかりは根気強く取り組んで行くしかない。
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１．はじめに
　（１）学校紹介

　静岡県立磐田北高等学校は、磐田市に位置する普通科４クラス、福祉科 1 クラスの全日制の学校で
ある。もとは女子高であったが、1999 年に男女共学校となり、2024 年で創立 115 年を迎えた。
校訓「優しく　逞しく　誠実に」のもと、多様な生
き方や価値観を認め、人との関わりの大切さを体験
から学ぶ教育を通して、自他の人間性と人格を尊重
し、個人として自立することができる生徒を育成す
る。
　また、進学から就職まで生徒の多様な進路希望や
一人ひとりの適性に応じた学びを実現し、心身とも
に健康なたくましさと未来を切り拓き、社会の変化
に対応できる資質・能力及び実践力を持つ生徒を育
成することを目指している。

　（２）ＮＩＥ実践の目標設定
　本校では「総合的な探究の時間」の学びの中に新聞活用（ＮＩＥ）を位置付けることにした。「総合
的な探究の時間」で育成することを目指す資質・能力について、それらの目標を実現するための手段
として、新聞活用が有効であると考えた。生徒が、多くの情報の中から必要な情報を効果的に収集し、
多角的かつ実際的に分析する。そして社会との関わりを理解し、自己の将来について具体的に考える
ことによって、自らの夢や希望につなげていくことができる。「①課題の設定→②情報の収集→ ③整
理・分析→④まとめ・表現」という探究のプロセスに新聞を活用することは、非常に有効な手段であ
る。 したがって、「各教科、総合的な探究の時間、朝活動で新聞を活用することで、本校生徒が時事
問題に関心を高め、自らの将来像を考えるきっかけとするとともに、読解力向上を図る」ことを目標
として、ＮＩＥを実践した。

２．実践の概要
　（１）生徒の実態

社会に目を向け、視野を広げるＮＩＥ
～「探究」での活用に向けて～

静岡県立磐田北高等学校　　髙井　恵実

R5 R6
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　ＮＩＥ活動に取り組むにあたり、家庭での新聞購読の実態のアンケート調査を実施した。令和５年、
６年ともに新聞を購読している家庭は半数にも満たない。また、新聞を読む日が 1 週間に０日という
生徒が８割以上である。日常生活で新聞を手にする機会や、新聞に対する関心が低いと言わざるを得
ない状況である。まずは新聞を今より身近なものにしていく必
要がある。

　
　（２）学校全体としての取り組み
　　①　北っ子新聞室（ＮＩＥの部屋）の運営　

　従来、図書室入口にあった新聞の架台も移動させ、新聞に
関わるセンター的機能を職員室近くのＮＩＥの部屋に集中さ
せた。生徒の委員会活動として各クラスにＮＩＥ委員を置き、
当番で新聞管理などにあたった。これにより、新聞の配架お
よびバックナンバーの管理、新聞を活用した掲示物の掲示な
どを生徒自らが行い、生徒、職員ともに新聞をより使いやす
い環境を整えた。

　　②　ＮＩＥ週間
　10 月後半の２週間、ＮＩＥ委員会を中心とし、全校で朝活動の時間を使い取り組んだ。令和５年
度は、各クラス５～６人のグループを作り、それぞれが興味を持った記事を持ち寄り、記事の要約
と感想を紹介し合った。また、グループのメンバーからの意見も出し合い共有することができた。
　令和６年度は、「新聞７紙の一面記事の読み比べ」を実施した。各クラスを 7 グループに分け、
同じ日付の新聞 7 紙を配布し、1 面のトップ記事についてグループワークを行い、新聞各紙の記事
の取り上げ方などをクラスで共有した。クラス発表の後、学年ごとに模造紙にまとめ、北っ子新聞
室前の廊下に掲示し全校で共有した。
　中には、活発な意見交換ができたグループもあり、新聞社により取り上げている記事が異なるこ
とが分かった。新聞の特性を知るよい機会になった。

社会に目を向け、視野を広げるＮＩＥ

R5 R6
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　（３）学年としての取り組み
　　①　朝活での新聞ニュース発表

　1 年生では、社会に目を向け視野を広める　　
ことを目的として、朝活動の時間に毎日 1 人、新
聞記事を用いた発表を行った。1 学期は、担当者
が記事の要約と記事に対する自分の意見を発表し
ていたが、２学期からは、発表に対しての意見交
換も実施した。生徒は、記事を読解する力を付け
ていく必要性を自覚した。
　新聞に目を通すことにより社会に目を向ける
きっかけになったと思う。

　　②　「シンブリオバトル」開催
　1 年生では、11 月 19 日（火）ＬＨＲで実施。「シ
ンブリオバトル」とは、参加者同士で新聞記事を
紹介し合い、最も読みたいと思う記事を参加者全
員の投票で決める。参加者の教養を広げるだけで
なく、参加者同士の交流を楽しむことを目的に開
催した。
　事前準備は、１）各クラス７グループに分かれ、
提示してある【政治、経済、国際、スポーツ、地域、
医療、福祉、教育】の中からテーマを決める。２）
グループのテーマに沿った内容で『友人に紹介し
たい、とっておきの記事』を写真に撮り、自分の
グループＡ～Ｇのシートへ貼付する。３）各自 3 分以上の推しトーク（記事の内容・自分の意見等）
の準備、である。
　ＬＨＲでは、グループチャンピオンを決定するところまでしかできなかったが、その後、朝活動
の時間を使いクラスチャンピオンを選出した。毎朝、新聞発表の機会を持っているためか、比較的
活発な意見交換ができていた。グループで取り上げたテーマは偏りはあるものの、高校生に興味・
関心が薄いと予想していた政治、経済など多岐にわたる内容であった。

　　③　「ジブロク」（自分記録）
　３年生では、「ジブロク」に取り組んだ。

「ジブロク」は、日々の生活の中での思考や
行動を振り返り、未来の自分に生かしてい
く力を養うことを目的とした取り組みであ
る。1 学期に週に 1 回程度、新聞記事を使っ
て「Ｒ 80」のルールを使い課題を提出させた。

「Ｒ 80」とは、自分で新聞記事を選び、その
要約文と感想を 2 文構成 80 字でまとめるも
のである。定期的に取り組んでいくことで
新聞を読み、それを簡潔にまとめる力、ま
たそれによって自分の意見を発信する力を
養った。視野を広げ進路実現の力となった。

社会に目を向け、視野を広げるＮＩＥ



− 34 − − 35 −

　（４）授業での実践事例Ⅰ
①　「公民科（政治・経済）3 年生」
②　テーマ　：　コラムを利用した現代社会の理解
③　現在、日本および世界で起きている出来事を理解するための一助として、新聞紙上（Ｗｅｂ上
も含む）に掲載されたコラムを利用した。普段、生徒たちは様々な情報をＳＮＳを中心に獲得する
ことが多いが、使用されているアルゴリズムの特性もあって、自身の考えに近しい意見しか目にし
ない可能性が高い。
　学期に数回、その時々で紙上をにぎわしている事件や出来事に言及している一面コラムや社説を
使用して内容を要約し、見出しを付け（社説のように見出しが付いているものは見出しを削除して
提示する）、さらに感想を書く、という作業をさせた。時間に余裕があれば、4 ～ 5 人のグループ
を作らせ、見出し等の発表とディスカッションをさせる。記入シートは、Google Classroom を使用
して配布・回収した。
④　興味を持たせる工夫　：　シートへの記入が終了（場合によってはディスカッション終了）し
たら、授業者が扱ったコラムに関する少し踏み込んだ解説を行って興味・関心を持てるようにした。
⑤　実践後の変化　：　最初は面食らっていた生徒たちも、回を重ねるに従ってきちんと要約がで
きるようになってきた。同時に見出しも的確な表現が付けられるようなってきた。令和６年は秋に
国政選挙が行われたこともあって、多少なりとも政治に目を向ける生徒が増えたように感じた。
⑥　留意点　：　令和６年は 1 学期に県知事選、2 学期に衆議院議員選挙が行われたが、授業の対
象学年が 3 年生であり、すでに有権者となっている者もいる中での授業となり、授業者の発言が生
徒たちの投票行動に大きな影響を与えることの無いように、極力生徒自身で考えるよう促した。
⑦　取り上げた事件・出来事の例
　袴田事件再審、死刑制度、旧優生保護法訴訟、静岡県知事選挙、自民党総裁選、石破内閣発足、
衆議院議員総選挙、アメリカ大統領選挙、X（旧 twitter）について、　パレスチナ問題　他

　（５）授業での実践事例Ⅱ
①　「保健　２１HR・２５HR」
②　朝日新聞・静岡新聞・毎日新聞等から選んだ記事を、関係資料として印刷物で毎時間配布した。
毎時間配布し、読んでおくように指示、次の時間に５分程度のグループワークを行い代表者が発表
をした。スクラップ記事は保健に関する内容で、授業に即している内容を毎時間提供するよう努力
した。
③　興味を持たせる工夫　：　難解な語句や薬品名などは生徒にクロームブックで検索をさせ、内
容を全体に発表させた。記事の印刷物もできるだけ直近の内容を選んで提示している。
④　生徒の様子　：　期末テストの一部に配布したスクラップの内容を問題とすることで、新聞を
再度読み返し社会と接する機会となった。

　（６）授業での実践事例Ⅲ
①　「福祉（第 3 章第 11 節 障害者福祉の今後のあり方）実教出版社」「福祉（社基①、②、③）」
②　研究テーマ　：　障害者を支える社会福祉サービスについて、障害者総合支援制度と関連付け
ながら、関係する法規や障害の概念、障害の法的定義、障害者の実態、各制度の背景、理念、社会
福祉サービスの概要と現状について理解する力を養う。
③　ＮＩＥ授業に興味を持たせるための工夫　：　生徒の身近に感じる新聞記事を授業プリントで
活用した。新聞記事を要約し意見・感想を書き、グループワークを通して思考を深めた。
④　実践前後の変化、実践の感想、今後の課題　：　生徒は、日常生活において障害者の方と接す
る機会が少なく、障害者理解が深まっていない状況であった。他科目の介護実習では、実習を通し
て直接障害者の方と関わることがあったが身近に感じることができずにいた。そのような状況を踏
まえ、日常生活を送る中で生徒が身近に感じる新聞記事を授業で活用し、グループワークや振り返
りシートを重ねる中で、障害者福祉に関する理解が深まったと感じられた。

社会に目を向け、視野を広げるＮＩＥ
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⑤　授業者は、今までは、1 社の新聞記事か
ら授業で活用できる新聞記事を選んでいたが、
生徒にとって身近に感じる新聞記事を選ぶた
めに、数社の新聞記事を読み比べるようになっ
たことで、微妙な表現の違いに気付くことが
できるようになった。また、生徒たちが主体
的に新聞記事を活用し福祉をテーマとした振
り返りとして「新聞づくり」に取り組んでい
くには、まとまった時間を確保することが課
題である。

　（７）「総合的な探究の時間」での実践
　２年生では、「平和学習」をテーマとし「総合的な探
究の時間」の学習を進めるにあたり様々なメディアを
用いて情報収集を行ってきた。1 年間の探究活動のまと
めとして新聞形式にまとめを作成する。新聞を参考に
して、効果的な情報の伝え方を学んでいく。

３．実践の成果と課題
　令和７年１月に実施したＮＩＥアンケートの結果か
ら、①「身の回りや社会で課題になっていることがわ
かる実感」、②「正しい情報を取捨選択し読み解く情報
活用能力が身についている実感」、③「社会への関心が
高まり、自分ごととして考えを深めているという実感」
が「少しはある」以上の生徒が① 88.2％、② 79.2％、
③ 79.6％であった。生徒の伸長は明確ではないが、生
徒は、新聞を使ったＮＩＥ活動が自分の成長に良い効果
をもたらしているという実感を持つことができた。
　メディアやＳＮＳなどに情報が溢れる中、様々な情報
収集の方法があるが、新聞による情報を読ませること
は、正しいファクト認識をもたらし、それに基づく解説を理解することで論理的な思考を養い、究極
的にはメタ認知を高める上で有益であると考えている。教員が、メディアリテラシーを踏まえた指導
を生徒へ効果的に行っていけるよう、教養を広げていく必要がある。
　生徒は、様々な取り組みにおいて主体的に新聞記事を選び、自分の意見や感想を積極的に述べよう
と努力し始めた。確実に視野は広がっていると思われる。世の中の出来事を知り、自分事として捉え
ることができたり、他者の意見を参考に考えを深めたりするきっかけとなった。今後は、継続的な働
きかけにより探究活動が充実し、自己の将来について具体的に考える一助として進路実現につなげて
いきたい。

社会に目を向け、視野を広げるＮＩＥ
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１．はじめに
（１）学校概要
　本校は浜松市浜名区（旧浜北市）に位置する全
日制普通科と定時制普通科が設置されている高等
学校である。
　全日制課程は、各学年９クラスであり、全校生
徒は約 1050 人の大規模校である。令和４年度に
創立 110 周年を迎え、令和６年度より文部科学省
ＤＸハイスクール事業の指定を受けている。
　生徒の約８割が四年制大学や専門学校への進学
を希望している。また、部活動も盛んに行われて
おり、オリンピック代表を輩出した陸上競技部、
全国大会に出場経験のある剣道部、サッカー部、
野球部、水泳部、ソフトテニス部の運動部だけで
なく、写真部、吹奏楽部、書道部、美術部、史学
部などの文化部も全国大会で入賞するなど意欲的
に活動に取り組んでいる。特に史学部は、地域の
歴史や政策について文献調査などフィールドワー
クを積極的に行っており、今年度の全国高文祭に
おいて優秀賞を受賞している。
　学校外での活動にも積極的に取り組んでおり、
トビタテ留学！ Japan で、カナダ・トロント市に

「多民族国家における英語教育」をテーマに短期
留学した生徒やモンゴル国への交換留学、被災地
訪問研修など静岡県が行っている事業への参加希
望も多いのが特徴的である。
　定時制課程は、各学年１クラスで約 100 人の生
徒が学んでいる。製造業の工場が多く立地してい
る関係から海外にルーツを持つ生徒が多い。その
ため、日本語の補講授業や海外の学校とオンライ
ンで交流するなど独自の取り組みを行っている。
また、部活動において全国定時制通信制高校バス
ケットボール大会で３位、全国高校定時制通信制
生徒生活体発表大会において教育振興会会長賞を
受賞している。

（２）スクールミッション・スクールポリシー
　本校のスクールミッションは、次の通りである。
　（ア）全日制課程　

　「高きを求めて文武両道に励む」百年を超え

る歴史と「明るく朗らか」な校風を有する北遠
の普通科拠点校として、挑戦・探究による「未
来創造プロジェクト」などの「志」「学力」「豊
かな人間性」を育む生きた教育を通して、自己
と社会の未来を創造する「気概」「能力」「品徳」
を持ち合わせた、時代をリードし幅広く活躍す
る人材の育成を目指す。

　（イ）定時制課程
　学ぼうとする志を大切にする北遠の定時制普
通科高校として、生徒の学習ニーズや進路希望
に応じた多様な学びと自己肯定感を育む様々な
教育活動を通して、多様な個性・価値観を認め
合い、自信と誇りを持って生きる、地域社会で
活躍できる人材の育成を目指す。

２．本校の取り組み
（１）　学校全体での取り組み内容
　本校では、「新聞から得られる情報を自分ごと
として、多角的・多面的に分析し、問いを立て、
主体的に学ぶことができる」という目的を設定
し、各委員会活動を通して、新聞の利活用を進
めることとした。
　また、定時制課程では新聞や日本語に触れる
機会を増やすため、国語の授業内で新聞を利活
用することを中心に取り組むこととした。

（２）　NIE 活動を通して身に付けさせたい力
　ＮＩＥ活動を通して、生徒に身に付けさせたい
力を次のように定めた。
　（ア）全日制課程

　委員会活動を通して、主体的に問いを立て、
多角的・多面的に情報を分析し、情報を発信す
ることができる。

　（イ）定時制課程
　授業を通して、新聞から情報を読み取る力や
漢字を中心として日本語を学び、文章解読力や
表現力を学ぶことができる。

委員会活動を通したＮＩＥ活動
静岡県立浜名高等学校　　岩本　直子
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（２）放送委員会
　放送委員会では、昼休みの時間帯に生徒が持
参した音楽を流す活動をしている。
　新型コロナウィルス感染症の感染予防で黙食
を実施した際に、昼食時間を和ませたいという
ことで音楽を流し始めた。第５類に移行後も昼
食時間と休憩時間のメリハリと教職員の休憩時
間の確保のため、音楽を流すことで、時間の目
安とするために継続して行われている。
　今回の実践では、放送委員が紹介したい新聞
記事（ニュース）を選び、放送を始める前に紹
介した。図３は、令和６年７月７日（日）に静
岡新聞に掲載されたものである。この記事内で
２人の生徒が実践についての感想を述べている
ので、紹介する。
　記事の選び方について、１年男子生徒は「極
力明るい話題を選ぶ。話し方も興味を持っても
らえるように心掛けている」と答えている。
　２年女子生徒は「普段から新聞に目を通すよ
うになり、ニュースを考えるきっかけとなった」
と答えている。
　新聞から入手した情報を分析し、他者に分か
りやすく伝える力を身に付けることができたと
考える。読解力、情報分析力、情報伝達力、表
現力などを向上させることができたと考える。

図３　活動紹介記事

（３）保健委員会
　保健委員会では、健康に関係する新聞記事だ
けでなく、様々な分野の記事を選択し、まとめ
ることを実施している。図４は、保健委員会で
示した新聞記事のまとめ方である。

３．本校の具体的な実践について
　本校においてＮＩＥ活動を推進する上で、生徒
の家庭における新聞の定期購読率を調査した。
　「あなたの家では、新聞を定期購読しています
か？」という問いに対して、新聞を定期購読して
いると答えた生徒が 51.6％であった。定期購読し
ていないという生徒が 48.3％であった。抽出した
クラスでのアンケートであるが、約半数の家庭で
新聞を定期購読していないということが明らかに
なった。また、新聞を定期購読していないと回答
した生徒は、ニュースなどの情報はテレビやイン
ターネットのニュースサイト、SNS と回答して
いる。

（１）新聞の置き場所の工夫
　新聞をより多くの生徒が触れる機会を増やし
たいと考え、図書室などの限られた空間ではな
く、生徒の移動教室等で利用することが多い、
渡り廊下に設置した＝図 1＝。
　また、各紙の記事を比較できるように、同じ
閲覧台＝図２＝に置いた。定時制には海外に
ルーツを持つ生徒が約半数いるため、日本語の
新聞だけでなく、英字新聞も置くようにした。
教職員は複数の新聞記事や見出しを比較や小論
文対策などで活用することが増えたと感想を述
べている。

図１　新聞閲覧台設置場所

図２　新聞閲覧台

委員会活動を通したＮＩＥ活動
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しいことである」と言葉をいただいている。
　発表した生徒は、「自分たちの発表を評価し
てもらえてうれしい」と話していた。新聞記事
のまとめについても、新聞で書いてある内容を
調べることで、自分たちに関係することとして、
記事の内容を考えるようになってきたと話して
くれた。自分ごととして、問いを立てることが
できるようになってきたと考える。

図６　学校保健委員会での発表

（３）防災委員会
　本校には防災委員会があり、生徒の防災意識
を高めることを目的としている。図７は、修学
旅行で訪問した兵庫県神戸市の震災遺構などと
能登半島地震に関連する記事からまとめを行っ
ている。

図７　防災委員の掲示物

　このまとめの中で、実際に震災遺構を見学し
たことで、生徒の心の中にリアルな世界と新聞
記事での世界がつながったと考えられる。防災
委員は、このような新聞記事のまとめを校内各

図４　保健委員会　新聞のまとめ方

　図５は、生徒が作成したものである。図４の
流れに従い、新聞記事を読み込み、見出しを付
け、内容の整理、賛成や反対としての意見を表
明して、感想でまとめている。
　この作業を何度と繰り返すことで、情報収集
力、情報分析力、伝達力、表現力などを身に付
けることができたと考えられる。

図５　保健委員会　成果物

　図６は、11 月 28 日に本校で開催された学校
保健委員会で、健康と新聞記事のまとめなどを
活動成果として学校医の前で発表した。
　学校医から「学校保健委員会を生徒が主体と
なって活動的に実施できていることは、素晴ら

委員会活動を通したＮＩＥ活動
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　定時制課程は、全生徒の約４割が海外にルー
ツを持つ生徒で占められており、日本語指導も
行われており、新聞を紙媒体のまま使用するこ
とは難しいということであった。
　しかし、デジタル新聞を使い、ルビや注釈を
つけることで、難読の漢字を読めるようにする
ことができた。また、内容的も難しい言葉が多
いため、子ども新聞の活用なども検討された。
　令和６年度は、英字新聞を導入して日本語で
の新聞記事と英字新聞の記事を活用して、読み
比べなども行われた。

４．実践の感想と今後の課題
（１）成果

　今回の NIE 活動を通して、新聞各紙に触れ
る機会が増えたことは、生徒が探究的な学びを
進めるためには、必要な能力であると考えられ
る。
　平成 30 年度改訂の学習指導要領からは、探
究的な学びの推進が高等学校改革の核となって
おり、調べる、まとめる、発表するといった調
べ学習の領域から問いを立てる、フィールド
ワーク、まとめる、発表するといったものに変
化してきている。情報収集や過去の事例などを
検索するには、新聞という媒体は有効である。
　しかし、各家庭が情報収集の媒体を新聞から
インターネットに変化させたことで、情報収
集や分析力などが格段に向上しているが、情報
を精査する能力が必要となってきたと考えられ
る。
　今回、実際に紙媒体である新聞紙を使ったこ
とは、生徒の情報収集力や情報分析力、情報伝
達力などに大きな影響を与えたと思われる。
　新聞という身近な媒体を利用することで、総
合的な探究の時間や各教科の探究的な学びを深
める題材として、有効な手立てであると考えら
れる。

（２）課題
　今回の実践での課題は、三つ挙げられる。一
つ目は、文章読解力の低下である。各委員会も
保健委員会の実践にあるような書き方を提示し
た。しかし、あらすじに感想を付けたものが多
くなってしまったことが挙げられる。事前指導
として、各委員会のフォーマットをそろえるな
どの工夫が必要であった。文章を読み込む力が
弱くなってきたと思われる。活字を読むという

所に掲示し、防災意識を高めることを行ってい
る。

（４）図書委員会
　図書委員会では、「私の誕生日の新聞記事」
ということで、自分の誕生日の新聞記事から気
になったものを紹介するという取り組みを実践
した。図８は、生徒が提出したものである。

図８　図書委員　私の誕生日の新聞記事

　この生徒は、自分の誕生日に関心がある記事
に、幼児虐待の記事を選んでいる。コメントに
は、私ができることを見つけたいと記載してお
り、自分に関係するものとして考え始めたと思
われる。
　これ以外にも図書委員会では、図９にあるよ
うに、月曜日から土曜日まで連載されている記
事を掲示して、一週間のまとめを実践した。連
載された記事を使うことで、生徒自身が物事を
連続して考えることができるようになると考え
られる。

図９　連載記事の掲示

（５）その他の委員会
　上記した委員会以外でも生徒委員会や交通安
全委員会など各委員会が新聞記事を活用し、生
徒に向けて、解説を行うなどを実践した。生徒
自身が様々な立場から新聞を活用することが進
められた。

（６）定時制課程
　定時制課程では、国語と商業の授業で新聞記
事を活用することで実践が進められた。

委員会活動を通したＮＩＥ活動
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習慣を持たせることが必要である。
　二つ目は、新聞記事で書かれているものを自
分ごととして、捉えることができていない点に
なる。インターネットなどで流れてくる情報は
単発であり、善か悪かで判断するだけのものも
多いが、新聞では歴史的な背景なども考慮する
ことになっている。
　今回、授業以外で新聞記事を使用したことで、
生徒が様々な立場で考えることができるように
なったと考えられる。
　三つ目に、定時制課程では、実践が最後まで
やり続けることができなかったが、海外にルー
ツを持つ生徒が約半数をいるということもあ
り、紙媒体の新聞を読むということが難しい生
徒が多いということも明らかになった。
　そのため、デジタル新聞を活用するために、
ルビや注釈をつける配慮が必要となる。日本語
教育も含めた学びが進められると思われる。
　成果と課題から見えてくるものは、表裏一体
であると考えられる。生徒の課題が見えてきた
もので、本校の身に付けさせたい力を検討する
ことにつながったと思われる。

（３）最後に
　今回の実践を通し、生徒たちが卒業までに身
に付けさせたい力と資質・能力をつなげて学び
に向かうことになると考えられる。
　また、NIE 活動を授業の場面で活用するので
はなく、委員会活動といった様々な立場で実践
を進めることができたことで、生徒たちが自分
ごととして、物事を考えるきっかけとなったこ
とは、大きな成果である。
　今回、このような機会を与えていただき、教
職員一同感謝申し上げたい。
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２０００ 年度 熱海高、磐田・城山中、静岡西高、静岡聾学校、天竜・下阿多古中、静岡・長田南小、
浜松・東小、三島・佐野小、掛川・桜木小

２００１ 年度 静岡西高、静岡聾学校、天竜・下阿多古中、静岡・長田南小、浜松・東小、三島・佐野小、
掛川・桜木小、長泉高、小山・北郷中、浅羽中

２００２ 年度 長泉高、小山・北郷中、浅羽中、静岡城北高、磐田南高、浜松城北工業高、静岡中央高、
焼津中、湖西中、静岡・富士見小、熱海・初島小、浜北・大平小

２００３ 年度 静岡城北高、磐田南高、浜松城北工業高、静岡中央高、焼津中、湖西中、静岡・富士見小、
熱海・初島小、浜北・大平小、天竜養護学校、加藤学園暁秀中・高、浜松・江南中

２００４ 年度 天竜養護学校、加藤学園暁秀中・高、浜松・江南中、沼津城北高、静岡サレジオ高、城
南静岡高・中、浜松・天竜中、韮山中、磐田東中・高、富士宮・大富士小、大井川東小、
掛川・日坂小

２００５ 年度 沼津城北高、静岡サレジオ高、城南静岡高・中、浜松・天竜中、韮山中、磐田東中・高、
富士宮・大富士小、大井川東小、掛川・日坂小、湖西高、沼津高中等部、岡部中、浜松・
芳川北小 

２００６ 年度 湖西高、沼津高中等部、岡部中、浜松・芳川北小、清水西高、日大三島高・中、東海大
付属翔洋高、西部養護学校、磐田・一中、浜松日体中・高、静岡・長田北小、浜松・竜
禅寺小、牧之原小

２００７ 年度 清水西高、日大三島高・中、東海大付属翔洋高、西部養護学校、磐田・一中、浜松日体中・
高、静岡・長田北小、浜松・竜禅寺小、牧之原小、不二聖心女子学院、沼津・静浦中、
静岡・安東小、浜松・豊岡小、御前崎・一小

２００８ 年度 東海大付属翔洋高、不二聖心女子学院、沼津・静浦中、静岡・安東小、浜松・豊岡小、
御前崎・一小、大井川高、浜松・雄踏中、磐田・豊田南中、御前崎・浜岡中、静大付属
静岡中、静岡・清水小河内小、三島・徳倉小、清水町立南小

２００９ 年度 浜松・豊岡小、御前崎・一小、大井川高、浜松・雄踏中、磐田・豊田南中、御前崎・浜
岡中、静大付属静岡中、静岡・清水小河内小、三島・徳倉小、清水町立南小、川根高、
浜松江之島高、富士・吉原三中、浜松学芸中・高、静岡・大里西小

２０１０ 年度 御前崎・浜岡中、静大付属静岡中、川根高、浜松江之島高、富士・吉原三中、浜松学芸中・
高、静岡・大里西小、常葉学園中・高、下田東中、島田・金谷中、袋井中、静岡・東源
台小、浜松・与進小、東伊豆・稲取小

２０１１ 年度 浜松江之島高、浜松学芸中・高、常葉学園中・高、下田東中、島田・金谷中、袋井中、
静岡・東源台小、浜松・与進小、東伊豆・稲取小、島田高、島田樟誠高、静岡・清水五中、
浜松・北部中、御殿場・南中、磐田・神明中

２０１２ 年度 常葉学園中・高、島田・金谷中、磐田・神明中、静岡・東源台小、浜松・有玉小、島田高、
島田樟誠高、静岡・清水五中、浜松・北部中、御殿場・南中、富士宮東高、掛川工業高、
浜松・三ケ日中、焼津・大村中、静岡・安西小、静岡・城北小、沼津・原小、静岡サレ
ジオ小
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２０１３ 年度 富士宮東高、掛川工業高、浜松・三ケ日中、焼津・大村中、静岡・安西小、静岡・城北小、
沼津・原小、静岡サレジオ小、金谷高、浜松城北工業高、静岡・高松中、浜松・積志中、
裾野・深良中、島田高、常葉学園中・高、島田・金谷中、静岡・東源台小、浜松・有玉小

２０１４ 年度 金谷高、浜松城北工業高、静岡・高松中、浜松・積志中、裾野・深良中、裾野高、駿河
総合高、島田商業高、静岡・清水興津中、南伊豆・南伊豆中、静岡・清水三保第一小、
浜松・平山小、富士・田子浦小、島田・川根小、浜松・三ケ日中、焼津・大村中、静岡・
安西小、浜松・有玉小

２０１５ 年度 裾野高、駿河総合高、島田商業高、静岡・清水興津中、南伊豆・南伊豆中、静岡・清水
三保第一小、浜松・平山小、富士・田子浦小、島田・川根小、東海大付属小、金谷高、
静岡・高松中、浜松・積志中、裾野・深良中

２０１６ 年度 駿河総合高、島田商業高、静岡・清水興津中、南伊豆・南伊豆中、富士・田子浦小、東
海大静岡翔洋小、三島南高、静岡聖光学院中・高、浜松・可美中、裾野・富岡中、静岡・
井宮小、富士宮・上井出小、森小

２０１７ 年度 東海大付属翔洋小、三島南高、静岡聖光学院中・高、浜松・可美中、裾野・富岡中、静岡・
井宮小、富士宮・上井出小、森小、遠江総合高、静岡・観山中、本川根中、富士宮・西
富士中、浜松・西都台小、静岡聴覚特別支援学校

２０１８ 年度 三島南高、静岡聖光学院中・高、富士宮・上井出小、静岡・井宮小、遠江総合高、富士宮・
西富士中、静岡・観山中、本川根中、浜松・西都台小、静岡聴覚特別支援学校、清水西高、
菊川西中、西伊豆・田子小、静岡・清水飯田小

2019 年度 富士宮・西富士中、本川根中、静岡聴覚特別支援学校、清水西高、菊川西中、西伊豆・
田子小、静岡・清水飯田小、浜松西高、常葉大附属橘高、小山中、伊豆の国・韮山南小、
吉田・自彊小、湖西・白須賀小、浜松・城北小

2020 年度 西伊豆・田子小、伊豆の国・韮山南小、静岡・清水飯田小、吉田・自彊小、浜松・城北小、
湖西・白須賀小、三島・南中、小山中、静岡・大河内小中、掛川・桜が丘中、清水西高、
常葉大学附属橘高、浜松西高、清水特別支援学校

2021 年度 浜松・城北小、小山中、三島・南中、静岡・大河内小中、掛川・桜が丘中、清水特別支
援学校、河津・南小、静岡・中島小、牧之原・萩間小、浜松・上島小、静岡大成中・高、
浜松学芸中・高、御殿場南高、藤枝東高

2022 年度 河津・南小、静岡・中島小、牧之原・萩間小、浜松・上島小、静岡大成中・高、浜松学
芸中・高、御殿場南高、藤枝東高、伊豆・土肥小中、富士見中、静岡・清水飯田中、藤
枝・広幡中、浜松・春野中、静岡北特別支援学校南の丘分校

2023 年度 伊豆・土肥小中、富士見中、静岡・清水飯田中、藤枝・広幡中、浜松・春野中、静岡北
特別支援学校南の丘分校、熱海・泉小、静岡・由比小、袋井・南小、浜松・初生小、静
岡サレジオ中、浜松開誠館中・高、磐田北高、浜名高

2024 年度  熱海・泉小、静岡・由比小、袋井・南小、浜松・初生小、静岡サレジオ小・中、浜松開
誠館中・高、磐田北高、浜名高、東伊豆・熱川中、静岡・清水第六中、御前崎中、浜松
浜北北部中、桐陽高、沼津視覚特別支援学校
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